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    第一章


    
      1アダム、セツ、エノス、 2ケナン、マハラレル、ヤレド、 3エノク、メトセラ、ラメク、 4ノア、セム、ハム、ヤペテ。
    


    
      5ヤペテの子こらはゴメル、マゴグ、マダイ、ヤワン、トバル、メセク、テラス。 6ゴメルの子こらはアシケナズ、デパテ、トガルマ。 7ヤワンの子こらはエリシャ、タルシシ、キッテム、ロダニム。
    


    
      8ハムの子こらはクシ、エジプト、プテ、カナン。 9クシの子こらはセバ、ハビラ、サブタ、ラアマ、サブテカ。ラアマの子こらはシバとデダン。 10クシはニムロデを生うんだ。ニムロデは初はじめて世よの権力けんりょくある者ものとなった。
    


    
      11エジプトはルデびと、アナムびと、レハブびと、ナフトびと、 12パテロスびと、カスルびと、カフトルびとを生うんだ。カフトルびとからペリシテびとが出でた。
    


    
      13カナンは長子ちょうしシドンとヘテを生うんだ。 14またエブスびと、アモリびと、ギルガシびと、 15ヒビびと、アルキびと、セニびと、 16アルワデびと、ゼマリびと、ハマテびとを生うんだ。
    


    
      17セムの子こらはエラム、アシュル、アルパクサデ、ルデ、アラム、ウズ、ホル、ゲテル、メセクである。 18アルパクサデはシラを生うみ、シラはエベルを生うんだ。 19エベルにふたりの子こが生うまれた。ひとりの名なはペレグ——彼かれの代よに地ちの民たみが散ちり分わかれたからである——その弟おとうとの名なはヨクタンといった。 20ヨクタンはアルモダデ、シャレフ、ハザル・マウテ、エラ、 21ハドラム、ウザル、デクラ、 22エバル、アビマエル、シバ、 23オフル、ハビラ、ヨバブを生うんだ。これらはみなヨクタンの子こである。
    


    
      24セム、アルパクサデ、シラ、 25エベル、ペレグ、リウ、 26セルグ、ナホル、テラ、 27アブラムすなわちアブラハムである。
    


    
      28アブラハムの子こらはイサクとイシマエルである。 29彼かれらの子孫しそんは次つぎのとおりである。イシマエルの長子ちょうしはネバヨテ、次つぎはケダル、アデビエル、ミブサム、 30ミシマ、ドマ、マッサ、ハダデ、テマ、 31エトル、ネフシ、ケデマ。これらはイシマエルの子孫しそんである。 32アブラハムのそばめケトラの子孫しそんは次つぎのとおりである。彼女かのじょはジムラン、ヨクシャン、メダン、ミデアン、イシバク、シュワを産うんだ。ヨクシャンの子こらはシバとデダンである。 33ミデアンの子こらはエパ、エペル、ヘノク、アビダ、エルダア。これらはみなケトラの子孫しそんである。
    


    
      34アブラハムはイサクを生うんだ。イサクの子こらはエサウとイスラエル。 35エサウの子こらはエリパズ、リウエル、エウシ、ヤラム、コラ。 36エリパズの子こらはテマン、オマル、ゼピ、ガタム、ケナズ、テムナ、アマレク。 37リウエルの子こらはナハテ、ゼラ、シャンマ、ミッザ。
    


    
      38セイルの子こらはロタン、ショバル、ヂベオン、アナ、デション、エゼル、デシャン。 39ロタンの子こらはホリとホマム。ロタンの妹いもうとはテムナ。 40ショバルの子こらはアルヤン、マナハテ、エバル、シピ、オナム。ヂベオンの子こらはアヤとアナ。 41アナの子こはデション。デションの子こらはハムラン、エシバン、イテラン、ケラン。 42エゼルの子こらはビルハン、ザワン、ヤカン。デシャンの子こらはウズとアラン。
    


    
      43イスラエルの人々ひとびとを治おさめる王おうがまだなかった時とき、エドムの地ちを治おさめた王おうたちは次つぎのとおりである。ベオルの子こベラ。その都みやこの名なはデナバといった。 44ベラが死しんで、ボズラのゼラの子こヨバブが代かわって王おうとなった。 45ヨバブが死しんで、テマンびとの地ちのホシャムが代かわって王おうとなった。 46ホシャムが死しんで、ベダテの子こハダデが代かわって王おうとなった。彼かれはモアブの野のでミデアンを撃うった。彼かれの都みやこの名なはアビテといった。 47ハダデが死しんで、マスレカのサムラが代かわって王おうとなった。 48サムラが死しんで、ユフラテ川かわのほとりのレホボテのサウルが代かわって王おうとなった。 49サウルが死しんで、アクボルの子こバアル・ハナンが代かわって王おうとなった。 50バアル・ハナンが死しんで、ハダデが代かわって王おうとなった。彼かれの都みやこの名なはパイといった。彼かれの妻つまはマテレデの娘むすめであって、名なをメヘタベルといった。マテレデはメザハブの娘むすめである。 51ハダデも死しんだ。
    


    
      エドムの族長ぞくちょうは、テムナ侯こう、アルヤ侯こう、エテテ侯こう、 52アホリバマ侯こう、エラ侯こう、ピノン侯こう、 53ケナズ侯こう、テマン侯こう、ミブザル侯こう、 54マグデエル侯こう、イラム侯こう。これらはエドムの族長ぞくちょうである。
    

  


  


  
    第二章


    
      1イスラエルの子こらは次つぎのとおりである。ルベン、シメオン、レビ、ユダ、イッサカル、ゼブルン、 2ダン、ヨセフ、ベニヤミン、ナフタリ、ガド、アセル。 3ユダの子こらはエル、オナン、シラである。この三人にんはカナンの女おんなバテシュアがユダによって産うんだ者ものである。ユダの長子ちょうしエルは主しゅの前まえに悪あくを行おこなったので、主しゅは彼かれを殺ころされた。 4ユダの嫁よめタマルはユダによってペレヅとゼラを産うんだ。ユダの子こらは合あわせて五人にんである。
    


    
      5ペレヅの子こらはヘヅロンとハムル。 6ゼラの子こらはジムリ、エタン、ヘマン、カルコル、ダラで、合あわせて五人にんである。 7カルミの子こはアカル。アカルは奉納物ほうのうぶつについて罪つみを犯おかし、イスラエルを悩なやました者ものである。 8エタンの子こはアザリヤである。
    


    
      9ヘヅロンに生うまれた子こらはエラメル、ラム、ケルバイである。 10ラムはアミナダブを生うみ、アミナダブはユダの子孫しそんのつかさナションを生うんだ。 11ナションはサルマを生うみ、サルマはボアズを生うみ、 12ボアズはオベデを生うみ、オベデはエッサイを生うんだ。 13エッサイは長子ちょうしエリアブ、次つぎにアビナダブ、第だい三にシメア、 14第だい四にネタンエル、第だい五にラダイ、 15第だい六にオゼム、第だい七にダビデを生うんだ。 16彼かれらの姉妹しまいはゼルヤとアビガイルである。ゼルヤの産うんだ子こはアビシャイ、ヨアブ、アサヘルの三人にんである。 17アビガイルはアマサを産うんだ。アマサの父ちちはイシマエルびとエテルである。
    


    
      18ヘヅロンの子こカレブはその妻つまアズバおよびエリオテによって子こをもうけた。その子こらはエシル、ショバブ、アルドンである。 19カレブはアズバが死しんだのでエフラタをめとった。エフラタはカレブによってホルを産うんだ。 20ホルはウリを生うみ、ウリはベザレルを生うんだ。
    


    
      21そののちヘヅロンはギレアデの父ちちマキルの娘むすめの所ところにはいった。彼かれが彼女かのじょをめとったときは六十歳さいであった。彼女かのじょはヘヅロンによってセグブを産うんだ。 22セグブはヤイルを生うんだ。ヤイルはギレアデの地ちに二十三の町まちをもっていた。 23しかしゲシュルとアラムは彼かれらからハボテ・ヤイルおよびケナテとその村里むらざとなど合あわせて六十の町まちを取とった。これらはみなギレアデの父ちちマキルの子孫しそんであった。 24ヘヅロンが死しんだのち、カレブは父ちちヘヅロンの妻つまエフラタの所ところにはいった。彼女かのじょは彼かれにテコアの父ちちアシュルを産うんだ。
    


    
      25ヘヅロンの長子ちょうしエラメルの子こらは長子ちょうしラム、次つぎはブナ、オレン、オゼム、アヒヤである。 26エラメルはまたほかの妻つまをもっていた。名なをアタラといって、オナムの母ははである。 27エラメルの長子ちょうしラムの子こらはマアツ、ヤミン、エケルである。 28オナムの子こらはシャンマイとヤダである。シャンマイの子こらはナダブとアビシュルである。 29アビシュルの妻つまの名なはアビハイルといって、アバンとモリデを産うんだ。 30ナダブの子こらはセレデとアッパイムである。セレデは子こをもたずに死しんだ。 31アッパイムの子こはイシ、イシの子こはセシャン、セシャンの子こはアヘライである。 32シャンマイの兄弟きょうだいヤダの子こらはエテルとヨナタンである。エテルは子こをもたずに死しんだ。 33ヨナタンの子こらはペレテとザザである。以上いじょうはエラメルの子孫しそんである。 34セシャンには男おとこの子こはなく、ただ女おんなの子このみであったが、彼かれはヤルハと呼よぶエジプトびとの奴隷どれいをもっていたので、 35セシャンは娘むすめを奴隷どれいヤルハに与あたえてその妻つまとさせた。彼女かのじょはヤルハによってアッタイを産うんだ。 36アッタイはナタンを生うみ、ナタンはザバデを生うみ、 37ザバデはエフラルを生うみ、エフラルはオベデを生うみ、 38オベデはエヒウを生うみ、エヒウはアザリヤを生うみ、 39アザリヤはヘレヅを生うみ、ヘレヅはエレアサを生うみ、 40エレアサはシスマイを生うみ、シスマイはシャルムを生うみ、 41シャルムはエカミヤを生うみ、エカミヤはエリシャマを生うんだ。
    


    
      42エラメルの兄弟きょうだいであるカレブの子こらは長子ちょうしをマレシャといってジフの父ちちである。マレシャの子こはヘブロン。 43ヘブロンの子こらはコラ、タップア、レケム、シマである。 44シマはラハムを生うんだ。ラハムはヨルカムの父ちちである。またレケムはシャンマイを生うんだ。 45シャンマイの子こはマオン。マオンはベテヅルの父ちちである。 46カレブのそばめエパはハラン、モザ、ガゼズを産うんだ。ハランはガゼズを生うんだ。 47エダイの子こらはレゲム、ヨタム、ゲシャン、ペレテ、エパ、シャフである。 48カレブのそばめマアカはシベルとテルハナを産うみ、 49またマデマンナの父ちちシャフおよびマクベナとギベアの父ちちシワを産うんだ。カレブの娘むすめはアクサである。 50これらはカレブの子孫しそんであった。
    


    
      エフラタの長子ちょうしホルの子こらはキリアテ・ヤリムの父ちちショバル、 51ベツレヘムの父ちちサルマおよびベテガデルの父ちちハレフである。 52キリアテ・ヤリムの父ちちショバル子こらはハロエとメヌコテびとの半なかばである。 53キリアテ・ヤリムの氏族しぞくはイテルびと、プテびと、シュマびと、ミシラびとであって、これらからザレアびとおよびエシタオルびとが出でた。 54サルマの子こらはベツレヘム、ネトパびと、アタロテ・ベテ・ヨアブ、マナハテびとの半なかばおよびゾリびとである。 55またヤベヅに住すんでいた書記しょきの氏族しぞくテラテびと、シメアテびと、スカテびとである。これらはケニびとであってレカブの家いえの先祖せんぞハマテから出でた者ものである。
    

  


  


  
    第三章


    
      1ヘブロンで生うまれたダビデの子こらは次つぎのとおりである。長子ちょうしはアムノンでエズレルびとアヒノアムから生うまれ、次つぎはダニエルでカルメルびとアビガイルから生うまれ、 2第だい三はアブサロムでゲシュルの王おうタルマイの娘むすめマアカの産うんだ子こ、第だい四はアドニヤでハギテの産うんだ子こ、 3第だい五はシパテヤでアビタルから生うまれ、第だい六はイテレアムで、彼かれの妻つまエグラから生うまれた。 4この六人にんはヘブロンで彼かれに生うまれた。ダビデがそこで王おうとなっていたのは七年ねん六か月げつ、エルサレムで王おうとなっていたのは三十三年ねんであった。 5エルサレムで生うまれたものは次つぎのとおりである。すなわちシメア、ショバブ、ナタン、ソロモン。この四人にんはアンミエルの娘むすめバテシュアから生うまれた。 6またイブハル、エリシャマ、エリペレテ、 7ノガ、ネペグ、ヤピア、 8エリシャマ、エリアダ、エリペレテの九人にん、 9これらはみなダビデの子こである。このほかに、そばめどもの産うんだ子こらがあり、タマルは彼かれらの姉妹しまいであった。
    


    
      10ソロモンの子こはレハベアム、その子こはアビヤ、その子こはアサ、その子こはヨシャパテ、 11その子こはヨラム、その子こはアハジヤ、その子こはヨアシ、 12その子こはアマジヤ、その子こはアザリヤ、その子こはヨタム、 13その子こはアハズ、その子こはヒゼキヤ、その子こはマナセ、 14その子こはアモン、その子こはヨシヤ、 15ヨシヤの子こらは長子ちょうしヨハナン、次つぎはエホヤキム、第だい三はゼデキヤ、第だい四はシャルムである。 16エホヤキムの子孫しそんはその子こはエコニア、その子こはゼデキヤである。 17捕虜ほりょとなったエコニヤの子こらはその子こシャルテル、 18マルキラム、ペダヤ、セナザル、エカミア、ホシャマ、ネダビヤである。 19ペダヤの子こらはゼルバベルとシメイである。ゼルバベルの子こらはメシュラムとハナニヤ。シロミテは彼かれらの姉妹しまいである。 20またハシュバ、オヘル、ベレキヤ、ハサデヤ、ユサブ・ヘセデの五人にんがある。 21ハナニヤの子こらはペラテヤとエシャヤ、その子こレパヤ、その子こアルナン、その子こオバデヤ、その子こシカニヤである。 22シカニヤの子こらはシマヤ。シマヤの子こらはハットシ、イガル、バリア、ネアリヤ、シャパテの六人にんである。 23ネアリヤの子こらはエリオエナイ、ヒゼキヤ、アズリカムの三人にんである。 24エリオエナイの子こらはホダヤ、エリアシブ、ペラヤ、アックブ、ヨハナン、デラヤ、アナニの七人にんである。
    

  


  


  
    第四章


    
      1ユダの子こらはペレヅ、ヘヅロン、カルミ、ホル、ショバルである。 2ショバルの子こレアヤはヤハテを生うみ、ヤハテはアホマイとラハデを生うんだ。これらはザレアびとの一族いちぞくである。 3エタムの子こらはエズレル、イシマおよびイデバシ、彼かれらの姉妹しまいの名なはハゼレルポニである。 4ゲドルの父ちちはペヌエル、ホシャの父ちちはエゼルである。これらはベツレヘムの父ちちエフラタの長子ちょうしホルの子こらである。 5テコアの父ちちアシュルにはふたりの妻つまヘラとナアラとがあった。 6ナアラはアシュルによってアホザム、ヘペル、テメニおよびアハシタリを産うんだ。これらはナアラの子こである。 7ヘラの子こらはゼレテ、エゾアル、エテナンである。 8コヅはアヌブとゾベバを生うんだ。またハルムの子こアハルヘルの氏族しぞくも彼かれから出でた。 9ヤベヅはその兄弟きょうだいのうちで最もっとも尊たっとばれた者ものであった。その母ははが「わたしは苦くるしんでこの子こを産うんだから」と言いってその名なをヤベヅと名なづけたのである。 10ヤベヅはイスラエルの神かみに呼よばわって言いった、「どうか、あなたが豊ゆたかにわたしを恵めぐみ、わたしの国境こっきょうを広ひろげ、あなたの手てがわたしとともにあって、わたしを災わざわいから免まぬかれさせ、苦くるしみをうけさせられないように」。神かみは彼かれの求もとめるところをゆるされた。 11シュワの兄弟きょうだいケルブはメヒルを生うんだ。メヒルはエシトンの父ちち、 12エシトンはベテラパ、パセアおよびイルナハシの父ちちテヒンナを生うんだ。これらはレカの人々ひとびとである。 13ケナズの子こらはオテニエルとセラヤ。オテニエルの子こらはハタテとメオノタイ。 14メオノタイはオフラを生うみ、セラヤはゲハラシムの父ちちヨアブを生うんだ。彼かれらは工人こうじんであったのでゲハラシムと呼よばれたのである。 15エフンネの子こカレブの子こらはイル、エラおよびナアム。エラの子こはケナズ。 16エハレレルの子こらはジフ、ジバ、テリア、アサレルである。 17エズラの子こらはエテル、メレデ、エペル、ヤロン。次つぎのものはメレデがめとったパロの娘むすめビテヤの子こらである。すなわち彼女かのじょはみごもってミリアム、シャンマイおよびイシバを産うんだ。イシバはエシテモアの父ちちである。 18彼かれの妻つまはユダヤ人ひとで、ゲドルの父ちちエレデとソコの父ちちヘベルとザノアの父ちちエクテエルを産うんだ。 19ナハムの姉妹しまいであるホデヤの妻つまの子こらはガルムびとケイラの父ちちおよびマアカびとエシテモアである。 20シモンの子こらはアムノン、リンナ、ベネハナン、テロンである。イシの子こらはゾヘテとベネゾヘテである。 21ユダの子こシラの子こらはレカの父ちちエル、マレシャの父ちちラダおよびベテアシベアの亜麻布あまぬの織おりの家いえの一族いちぞく、 22ならびにモアブを治おさめてレヘムに帰かえったヨキム、コゼバの人々ひとびと、ヨアシおよびサラフである。その記録きろくは古ふるい。 23これらの者ものは陶器とうきを造つくる人ひとで、ネタイムおよびゲデラに住すみ、王おうの用ようをするため、王おうとともに、そこに住すんだ。
    


    
      24シメオンの子こらはネムエル、ヤミン、ヤリブ、ゼラ、シャウル。 25シャウルの子こはシャルム、その子こはミブサム、その子こはミシマ。 26ミシマの子孫しそんは、その子こはハムエル、その子こはザックル、その子こはシメイ。 27シメイには男おとこの子こ十六人にん、女おんなの子こ六人にんあったが、その兄弟きょうだいたちには多おおくの子こはなかった。またその氏族しぞくの者ものはすべてユダの子孫しそんほどにはふえなかった。 28彼かれらの住すんだ所ところはベエルシバ、モラダ、ハザル・シュアル、 29ビルハ、エゼム、トラデ、 30ベトエル、ホルマ、チクラグ、 31ベテ・マルカボテ、ハザル・スシム、ベテ・ビリ、およびシャライムである。これらはダビデの世よに至いたるまで彼かれらの町まちであった。 32その村里むらざとはエタム、アイン、リンモン、トケン、アシャンの五つの町まちである。 33またこれらの町々まちまちの周囲しゅういに多おおくの村むらがあって、バアルまでおよんだ。彼かれらのすみかは以上いじょうのとおりで、彼かれらはおのおの系図けいずをもっていた。 34メショバブ、ヤムレク、アマジヤの子こヨシャ、 35ヨエル、アシエルのひこ、セラヤの孫まご、ヨシビアの子こエヒウ。 36エリオエナイ、ヤコバ、エショハヤ、アサヤ、アデエル、エシミエル、ベナヤ、 37およびシピの子こジザ。シピはアロンの子こ、アロンはエダヤの子こ、エダヤはシムリの子こ、シムリはシマヤの子こである。 38ここに名なをあげた者ものどもはその氏族しぞくの長ちょうであって、それらの氏族しぞくは大おおいにふえ広ひろがった。 39彼かれらは群むれのために牧場まきばを求もとめてゲドルの入口いりぐちに行いき、谷たにの東ひがしの方ほうまで進すすみ、 40ついに豊ゆたかな良よい牧場まきばを見みいだした。その地ちは広ひろく穏おだやかで、安やすらかであった。その地ちの前まえの住民じゅうみんはハムびとであったからである。 41これらの名なをしるした者ものどもはユダの王おうヒゼキヤの世よに行いって、彼かれらの天幕てんまくと、そこにいたメウニびとを撃うち破やぶり、彼かれらをことごとく滅ほろぼして今日こんにちに至いたっている。そこには、群むれのための牧場まきばがあったので、彼かれらはそこに住すんだ。 42またシメオンびとのうちの五百人にんはイシの子こらペラテヤ、ネアリヤ、レパヤ、ウジエルをかしらとしてセイル山やまに行いき、 43アマレクびとで、のがれて残のこっていた者ものを撃うち滅ほろぼして、今日こんにちまでそこに住すんでいる。
    

  


  


  
    第五章


    
      1イスラエルの長子ちょうしルベンの子こらは次つぎのとおりである。——ルベンは長子ちょうしであったが父ちちの床とこを汚けがしたので、長子ちょうしの権けんはイスラエルの子こヨセフの子こらに与あたえられた。それで長子ちょうしの権けんによる系図けいずにしるされていない。 2またユダは兄弟きょうだいたちにまさる者ものとなり、その中なかから君くんたる者ものがでたが長子ちょうしの権けんはヨセフのものとなったのである。—— 3すなわちイスラエルの長子ちょうしルベンの子こらはハノク、パル、ヘヅロン、カルミ。 4ヨエルの子こらはその子こはシマヤ、その子こはゴグ、その子こはシメイ、 5その子こはミカ、その子こはレアヤ、その子こはバアル、 6その子こはベエラである。このベエラはアッスリヤの王おうテルガテ・ピルネセルが捕とらえ移うつした者ものである。彼かれはルベンびとのつかさであった。 7彼かれの兄弟きょうだいたちは、その氏族しぞくにより、その歴代れきだいの系図けいずによれば、かしらエイエルおよびゼカリヤ、 8ベラなどである。ベラはアザズの子こ、シマの孫まご、ヨエルのひこである。彼かれはアロエルに住すみ、ネボおよびバアル・メオンまで及およんでいたが、 9ギレアデの地ちで彼かれの家畜かちくがふえ増ましたので、彼かれは東ひがしの方ほうユフラテ川かわのこなたの荒野あらのの入口いりぐちにまで住すんだ。 10またサウルの時とき、彼かれらはハガルびとと戦たたかって、これを撃うち倒たおし、ギレアデの東ひがしの全部ぜんぶにわたって彼かれらの天幕てんまくに住すんだ。
    


    
      11ガドの子孫しそんはこれと相対あいたいしてバシャンの地ちに住すみ、サルカまで及およんでいた。 12そのかしらはヨエル、次つぎはシャパム、ヤアナイ、シャパテで、ともにバシャンに住すんだ。 13彼かれらの兄弟きょうだいたちは、その氏族しぞくによればミカエル、メシュラム、シバ、ヨライ、ヤカン、ジア、エベルの七人にんである。 14これらはホリの子こアビハイルの子こらである。ホリはヤロアの子こ、ヤロアはギレアデの子こ、ギレアデはミカエルの子こ、ミカエルはエシサイの子こ、エシサイはヤドの子こ、ヤドはブズの子こである。 15アヒはアブデルの子こ、アブデルはグニの子こ、グニはその氏族しぞくの長ちょうである。 16彼かれらはギレアデとバシャンとその村里むらざととシャロンのすべての放牧ほうぼく地ちに住すんで、その四方しほうの境さかいにまで及およんでいた。 17これらはみなユダの王おうヨタムの世よとイスラエルの王おうヤラベアムの世よに系図けいずにのせられた。
    


    
      18ルベンびとと、ガドびとと、マナセの半はん部族ぶぞくには出でて戦たたかいうる者もの四万四千七百六十人にんあり、皆みな勇士ゆうしで、盾たてとつるぎをとり、弓ゆみをひき、戦たたかいに巧たくみな人々ひとびとであった。 19彼かれらはハガルびとおよびエトル、ネフシ、ノダブなどと戦たたかったが、 20助たすけを得えてこれを攻せめたので、ハガルびとおよびこれとともにいた者ものは皆みな、彼かれらの手てにわたされた。これは彼かれらが戦たたかいにあたって神かみに呼よばわり、神かみに寄より頼たよんだので神かみはその願ねがいを聞きかれたからである。 21彼かれらはその家畜かちくを奪うばい取とったが、らくだ五万、羊ひつじ二十五万、ろば二千あり、また人ひとは十じゅう万まん人にんあった。 22これはその戦たたかいが神かみによったので、多おおくの者ものが殺ころされて倒たおれたからである。そして彼かれらは捕とらえ移うつされる時ときまで、これに代かわってその所ところに住すんだ。
    


    
      23マナセの半はん部族ぶぞくの人々ひとびとはこの地ちに住すみ、ふえ広ひろがって、ついにバシャンからバアル・ヘルモン、セニルおよびヘルモン山やまにまで及およんだ。 24その氏族しぞくの長ちょうたちは次つぎのとおりである。すなわち、エペル、イシ、エリエル、アズリエル、エレミヤ、ホダヤ、ヤデエル。これらは皆みなその氏族しぞくの長ちょうで名高なだかい大だい勇士ゆうしであった。 25彼かれらは先祖せんぞたちの神かみにむかって罪つみを犯おかし、神かみが、かつて彼かれらの前まえから滅ほろぼされた国くにの民たみの神々かみがみを慕したって、これと姦淫かんいんしたので、 26イスラエルの神かみは、アッスリヤの王おうプルの心こころを奮ふるい起おこし、またアッスリヤの王おうテルガテ・ピルネセルの心こころを奮ふるい起おこされたので、彼かれはついにルベンびとと、ガドびとと、マナセの半はん部族ぶぞくを捕とらえて行いき、ハウラとハボルとハラとゴザン川かわのほとりに移うつして今日こんにちに至いたっている。
    

  


  


  
    第六章


    
      1レビの子こらはゲルション、コハテ、メラリ。 2コハテの子こらはアムラム、イヅハル、ヘブロン、ウジエル。 3アムラムの子こらはアロン、モーセ、ミリアム。アロンの子こらはナダブ、アビウ、エレアザル、イタマル。 4エレアザルはピネハスを生うみ、ピネハスはアビシュアを生うみ、 5アビシュアはブッキを生うみ、ブッキはウジを生うみ、 6ウジはゼラヒヤを生うみ、ゼラヒヤはメラヨテを生うみ、 7メラヨテはアマリヤを生うみ、アマリヤはアヒトブを生うみ、 8アヒトブはザドクを生うみ、ザドクはアヒマアズを生うみ、 9アヒマアズはアザリヤを生うみ、アザリヤはヨナハンを生うみ、 10ヨナハンはアザリヤを生うんだ。このアザリヤはソロモンがエルサレムに建たてた宮みやで祭司さいしの務つとめをした者ものである。 11アザリヤはアマリヤを生うみ、アマリヤはアヒトブを生うみ、 12アヒトブはザトクを生うみ、ザトクはシャルムを生うみ、 13シャルムはヒルキヤを生うみ、ヒルキヤはアザリヤを生うみ、 14アザリヤはセラヤを生うみ、セラヤはヨザダクを生うんだ。 15ヨザダクは主しゅがネブカデネザルの手てによってユダとエルサレムの人ひとを捕とらえ移うつされた時ときに捕とらえられて行いった。
    


    
      16レビの子こらはゲルション、コハテおよびメラリ。 17ゲルションの子こらの名なはリブニとシメイ。 18コハテの子こらはアムラム、イヅハル、ヘブロン、ウジエルである。 19メラリの子こらはマヘリとムシ。これらはレビびとのその家筋いえすじによる氏族しぞくである。 20ゲルションの子こはリブニ、その子こはヤハテ、その子こはジンマ、 21その子こはヨア、その子こはイド、その子こはゼラ、その子こはヤテライ。 22コハテの子こはアミナダブ、その子こはコラ、その子こはアシル、 23その子こはエルカナ、その子こはエビアサフ、その子こはアシル、 24その子こはタハテ、その子こはウリエル、その子こはウジヤ、その子こはシャウル。 25エルカナの子こらはアマサイとアヒモテ、 26その子こはエルカナ、その子こはゾパイ、その子こはナハテ、 27その子こはエリアブ、その子こはエロハム、その子こはエルカナ。 28サムエルの子こらは、長子ちょうしはヨエル、次つぎはアビヤ。 29メラリの子こはマヘリ、その子こはリブニ、その子こはシメイ、その子こはウザ、 30その子こはシメア、その子こはハギヤ、その子こはアサヤである。
    


    
      31契約けいやくの箱はこを安置あんちしたのち、ダビデが主しゅの宮みやで歌うたをうたう事ことをつかさどらせた人々ひとびとは次つぎのとおりである。 32彼かれらは会見かいけんの幕屋まくやの前まえで歌うたをもって仕つかえたが、ソロモンがエルサレムに主しゅの宮みやを建たててからは、一定いっていの秩序ちつじょに従したがって務つとめを行おこなった。 33その務つとめをしたもの、およびその子こらは次つぎのとおりである。コハテびとの子こらのうちヘマンは歌うたをうたう者もの、ヘマンはヨエルの子こ、ヨエルはサムエルの子こ、 34サムエルはエルカナの子こ、エルカナはエロハムの子こ、エロハムはエリエルの子こ、エリエルはトアの子こ、 35トアはヅフの子こ、ヅフはエルカナの子こ、エルカナはマハテの子こ、マハテはアマサイの子こ、 36アマサイはエルカナの子こ、エルカナはヨエルの子こ、ヨエルはアザリヤの子こ、アザリヤはゼパニヤの子こ、 37ゼパニヤはタハテの子こ、タハテはアシルの子こ、アシルはエビアサフの子こ、エビアサフはコラの子こ、 38コラはイヅハルの子こ、イヅハルはコハテの子こ、コハテはレビの子こ、レビはイスラエルの子こである。 39ヘマンの兄弟きょうだいアサフはヘマンの右みぎに立たった。アサフはベレキヤの子こ、ベレキヤはシメアの子こ、 40シメアはミカエルの子こ、ミカエルはバアセヤの子こ、バアセヤはマルキヤの子こ、 41マルキヤはエテニの子こ、エテニはゼラの子こ、ゼラはアダヤの子こ、 42アダヤはエタンの子こ、エタンはジンマの子こ、ジンマはシメイの子こ、 43シメイはヤハテの子こ、ヤハテはゲルションの子こ、ゲルションはレビの子こである。 44また彼かれらの兄弟きょうだいであるメラリの子こらが左ひだりに立たった。そのうちのエタンはキシの子こ、キシはアブデの子こ、アブデはマルクの子こ、 45マルクはハシャビヤの子こ、ハシャビヤはアマジヤの子こ、アマジヤはヒルキヤの子こ、 46ヒルキヤはアムジの子こ、アムジはバニの子こ、バニはセメルの子こ、 47セメルはマヘリの子こ、マヘリはムシの子こ、ムシはメラリの子こ、メラリはレビの子こである。 48彼かれらの兄弟きょうだいであるレビびとたちは、神かみの宮みやの幕屋まくやのもろもろの務つとめに任にんじられた。
    


    
      49アロンとその子こらは燔祭はんさいの壇だんと香こうの祭壇さいだんの上うえにささげることをなし、また至聖所しせいじょのすべてのわざをなし、かつイスラエルのためにあがないをなした。すべて神かみのしもべモーセの命めいじたとおりである。 50アロンの子孫しそんは次つぎのとおりである。アロンの子こはエレアザル、その子こはピネハス、その子こはアビシュア、 51その子こはブッキ、その子こはウジ、その子こはゼラヒヤ、 52その子こはメラヨテ、その子こはアマリヤ、その子こはアヒトブ、 53その子こはザドク、その子こはアヒマアズである。
    


    
      54アロンの子孫しそんの住すむ所ところはその境さかいのうちにある宿営しゅくえいによっていえば次つぎのとおりである。まずコハテびとの氏族しぞくがくじによって得えたところ、 55すなわち彼かれらが与あたえられたところは、ユダの地ちにあるヘブロンとその周囲しゅういの放牧ほうぼく地ちである。 56ただし、その町まちの田畑たはたとその村々むらむらは、エフンネの子こカレブに与あたえられた。 57そしてアロンの子孫しそんに与あたえられたものは、のがれの町まちであるヘブロンおよびリブナとその放牧ほうぼく地ち、ヤッテルおよびエシテモアとその放牧ほうぼく地ち、 58ヒレンとその放牧ほうぼく地ち、デビルとその放牧ほうぼく地ち、 59アシャンとその放牧ほうぼく地ち、ベテシメシとその放牧ほうぼく地ちである。 60またベニヤミンの部族ぶぞくのうちからはゲバとその放牧ほうぼく地ち、アレメテとその放牧ほうぼく地ち、アナトテとその放牧ほうぼく地ちを与あたえられた。彼かれらの町まちは、すべてその氏族しぞくのうちに十三あった。
    


    
      61またコハテの子孫しそんの残のこりの者ものは部族ぶぞくの氏族しぞくのうちからと、半はん部族ぶぞくすなわちマナセの半はん部族ぶぞくのうちからくじによって十じゅうの町まちを与あたえられた。 62またゲルションの子孫しそんはその氏族しぞくによってイッサカルの部族ぶぞく、アセルの部族ぶぞく、ナフタリの部族ぶぞく、およびバシャンのマナセの部族ぶぞくのうちから十三の町まちが与あたえられた。 63メラリの子孫しそんはその氏族しぞくによってルベンの部族ぶぞく、ガドの部族ぶぞく、およびゼブルンの部族ぶぞくのうちからくじによって十二の町まちが与あたえられた。 64このようにイスラエルの人々ひとびとはレビびとに町々まちまちとその放牧ほうぼく地ちとを与あたえた。 65すなわちユダの子孫しそんの部族ぶぞくとシメオンの部族ぶぞくの子孫しそんと、ベニヤミンの子孫しそんの部族ぶぞくのうちからここに名なをあげたこれらの町まちをくじによって与あたえた。
    


    
      66コハテの子孫しそんの氏族しぞくはまたエフライムの部族ぶぞくのうちからも町々まちまちを獲えてその領地りょうちとした。 67すなわち彼かれらが与あたえられた、のがれの町まちはエフライムの山地さんちにあるシケムとその放牧ほうぼく地ち、ゲゼルとその放牧ほうぼく地ち、 68ヨクメアムとその放牧ほうぼく地ち、ベテホロンとその放牧ほうぼく地ち、 69アヤロンとその放牧ほうぼく地ち、ガテリンモンとその放牧ほうぼく地ちである。 70またマナセの半はん部族ぶぞくのうちからは、アネルとその放牧ほうぼく地ちおよびビレアムとその放牧ほうぼく地ちを、コハテの子孫しそんの氏族しぞくの残のこりのものに与あたえた。
    


    
      71ゲルションの子孫しそんに与あたえられたものはマナセの半はん部族ぶぞくのうちからはバシャンのゴランとその放牧ほうぼく地ち、アシタロテとその放牧ほうぼく地ち。 72イッサカルの部族ぶぞくのうちからはケデシとその放牧ほうぼく地ち、ダベラテとその放牧ほうぼく地ち、 73ラモテとその放牧ほうぼく地ち、アネムとその放牧ほうぼく地ち。 74アセルの部族ぶぞくのうちからはマシャルとその放牧ほうぼく地ち、アブドンとその放牧ほうぼく地ち、 75ホコクとその放牧ほうぼく地ち、レホブとその放牧ほうぼく地ち。 76ナフタリの部族ぶぞくのうちからはガリラヤのケデシとその放牧ほうぼく地ち、ハンモンとその放牧ほうぼく地ち、キリアタイムとその放牧ほうぼく地ちである。 77このほかのもの、すなわちメラリの子孫しそんに与あたえられたものはゼブルンの部族ぶぞくのうちからリンモンとその放牧ほうぼく地ち、タボルとその放牧ほうぼく地ち、 78エリコに近ちかいヨルダンのかなた、すなわちヨルダンの東ひがしではルベンの部族ぶぞくのうちからは荒野あらののベゼルとその放牧ほうぼく地ち、ヤザとその放牧ほうぼく地ち、 79ケデモテとその放牧ほうぼく地ち、メパアテとその放牧ほうぼく地ち。 80ガドの部族ぶぞくのうちからはギレアデのラモテとその放牧ほうぼく地ち、マハナイムとその放牧ほうぼく地ち、 81ヘシボンとその放牧ほうぼく地ち、ヤゼルとその放牧ほうぼく地ちである。
    

  


  


  
    第七章


    
      1イッサカルの子こらはトラ、プワ、ヤシュブ、シムロムの四人にん。 2トラの子こらはウジ、レパヤ、エリエル、ヤマイ、エブサム、サムエル。これは皆みなトラの子こで、その氏族しぞくの長ちょうである。その子孫しそんの大だい勇士ゆうしたる者ものはダビデの世よにはその数かず二万二千六百人にんであった。 3ウジの子こはイズラヒヤ、イズラヒヤの子こらはミカエル、オバデヤ、ヨエル、イシアの五人にんで、みな長ちょうたる者ものであった。 4その子孫しそんのうちに、その氏族しぞくに従したがえば軍勢ぐんぜいの士卒しそつ三万六千人にんあった。これは彼かれらが妻子さいしを多おおくもっていたからである。 5イッサカルのすべての氏族しぞくのうちの兄弟きょうだいたちで系図けいずによって数かぞえられた大だい勇士ゆうしは合あわせて八万七千人にんあった。
    


    
      6ベニヤミンの子こらはベラ、ベケル、エデアエルの三人にん。 7ベラの子こらはエヅボン、ウジ、ウジエル、エレモテ、イリの五人にんで、皆みなその氏族しぞくの長ちょうである。その系図けいずによって数かぞえられた大だい勇士ゆうしは二万二千三十四人にんあった。 8ベケルの子こらはゼミラ、ヨアシ、エリエゼル、エリオエナイ、オムリ、エレモテ、アビヤ、アナトテ、アラメテで皆みなベケルの子こらである。 9その子孫しそんのうち、その氏族しぞくの長ちょうとして系図けいずによって数かぞえられた大だい勇士ゆうしは二万二百人にんあった。 10エデアエルの子こはビルハン。ビルハンの子こらはエウシ、ベニヤミン、エホデ、ケナアナ、ゼタン、タルシシ、アヒシャハル。 11皆みなエデアエルの子こらで氏族しぞくの長ちょうであった。その子孫しそんのうちには、いくさに出でてよく戦たたかう大だい勇士ゆうしが一万七千二百人にんあった。 12またイルの子こらはシュパムとホパム。アヘルの子こはホシムである。
    


    
      13ナフタリの子こらはヤハジエル、グニ、エゼル、シャルムで皆みなビルハの産うんだ子こである。 14マナセの子こらはそのそばめであるスリヤの女おんなの産うんだアスリエル。彼女かのじょはまたギレアデの父ちちマキルを産うんだ。 15マキルはホパムとシュパムの妹いもうとマアカという者ものを妻つまにめとった。二番目ばんめの子こはゼロペハデという。ゼロペハデには女おんなの子こだけがあった。 16マキルの妻つまマアカは男おとこの子こを産うんで名なをペレシと名なづけた。その弟おとうとの名なはシャレシ。シャレシの子こらはウラムとラケムである。 17ウラムの子こはベダン。これらはマナセの子こマキルの子こであるギレアデの子こらである。 18その妹いもうとハンモレケテはイシホデ、アビエゼル、マヘラを産うんだ。 19セミダの子こらはアヒアン、シケム、リキ、アニアムである。
    


    
      20エフライムの子こはシュテラ、その子こはベレデ、その子こはタハテ、その子こはエラダ、その子こはタハテ、 21その子こはザバデ、その子こはシュテラである。エゼルとエレアデはガテの土人どじんらに殺ころされた。これは彼かれらが下くだって行いってその家畜かちくを奪うばおうとしたからである。 22父ちちエフライムが日ひ久ひさしくこのために悲かなしんだので、その兄弟きょうだいたちが来きて彼かれを慰なぐさめた。 23そののち、エフライムは妻つまのところにはいった。妻つまははらんで男おとこの子こを産うみ、その名なをベリアと名なづけた。その家いえに災わざわいがあったからである。 24エフライムの娘むすめセラは上うえと下したのベテホロンおよびウゼン・セラを建たてた。 25ベリアの子こはレパ、その子こはレセフ、その子こはテラ、その子こはタハン、 26その子こはラダン、その子こはアミホデ、その子こはエリシャマ、 27その子こはヌン、その子こはヨシュア。 28エフライムの子孫しそんの領地りょうちと住所じゅうしょはベテルとその村々むらむら、また東ひがしの方ほうではナアラン、西にしの方ほうではゲゼルとその村々むらむら、またシケムとその村々むらむら、アワとその村々むらむら。 29またマナセの子孫しそんの国境こっきょうに沿そって、ベテシャンとその村々むらむら、タアナクとその村々むらむら、メギドンとその村々むらむら、ドルとその村々むらむらで、イスラエルの子こヨセフの子孫しそんはこれらの所ところに住すんだ。
    


    
      30アセルの子こらはイムナ、イシワ、エスイ、ベリアおよびその姉妹しまいセラ。 31ベリアの子こらはヘベルとマルキエル。マルキエルはビルザヒテの父ちちである。 32ヘベルはヤフレテ、ショメル、ホタムおよびその姉妹しまいシュアを生うんだ。 33ヤフレテの子こらはパサク、ビムハル、アシワテ。これらはヤレフテの子こらである。 34彼かれの兄弟きょうだいショメルの子こらはロガ、ホバおよびアラム。 35ショメルの兄弟きょうだいヘレムの子こらはゾパ、イムナ、シレシ、アマル。 36ゾパの子こらはスア、ハルネペル、シュアル、ベリ、イムラ、 37ベゼル、ホド、シャンマ、シルシャ、イテラン、ベエラ。 38エテルの子こらはエフンネ、ピスパおよびアラ。 39ウラの子こらはアラ、ハニエル、およびリヂア。 40これらは皆みなアセルの子孫しそんであって、その氏族しぞくの長ちょう、えりぬきの大だい勇士ゆうし、つかさたちのかしらであった。その系図けいずによって数かぞえられた者もので、いくさに出でてよく戦たたかう者ものの数かずは二万六千人にんであった。
    

  


  


  
    第八章


    
      1ベニヤミンの生うんだ者ものは長子ちょうしはベラ、その次つぎはアシベル、第だい三はアハラ、 2第だい四はノハ、第だい五はラパ。 3ベラの子こらはアダル、ゲラ、アビウデ、 4アビシュア、ナアマン、アホア、 5ゲラ、シフパム、ヒラム。 6エホデの子こらは次つぎのとおりである。（これらはゲバの住民じゅうみんの氏族しぞくの長ちょうであって、マナハテに捕とらえ移うつされたものである。） 7すなわちナアマン、アヒヤ、ゲラすなわちヘグラム。ゲラはウザとアヒフデの父ちちであった。 8シャハライムは妻つまホシムとバアラを離別りべつしてのち、モアブの国くにで子こらをもうけた。 9彼かれが妻つまホデシによってもうけた子こらはヨバブ、ヂビア、メシャ、マルカム、 10エウヅ、シャキヤ、ミルマ。これらはその子こらであって氏族しぞくの長ちょうである。 11彼かれはまたホシムによってアビトブとエルパアルをもうけた。 12エルパアルの子こらはエベル、ミシャムおよびセメド。彼かれはオノとロドとその村々むらむらを建たてた者ものである。 13またベリアとシマがあった。（これはアヤロンの住民じゅうみんの氏族しぞくの長ちょうであって、ガテの住民じゅうみんを追おい払はらったものである。） 14またアヒオ、シャシャク、エレモテ。 15ゼバデヤ、アラデ、アデル、 16ミカエル、イシパおよびヨハはベリアの子こらであった。 17ゼバデヤ、メシュラム、ヘゼキ、ヘベル、 18イシメライ、エズリアおよびヨバブはエルパアルの子こらであった。 19ヤキン、ジクリ、ザベデ、 20エリエナイ、チルタイ、エリエル、 21アダヤ、ベラヤおよびシムラテはシマの子こらであった。 22イシパン、ヘベル、エリエル、 23アブドン、ジクリ、ハナン、 24ハナニヤ、エラム、アントテヤ、 25イペデヤおよびペヌエルはシャシャクの子こらであった。 26シャムセライ、シハリア、アタリヤ、 27ヤレシャ、エリヤおよびジクリはエロハムの子こらであった。 28これらは歴代れきだいの氏族しぞくの長ちょうであり、またかしらであって、エルサレムに住すんだ。
    


    
      29ギベオンの父ちちエイエルはギベオンに住すみ、その妻つまの名なはマアカといった。 30その長子ちょうしはアブドンで、次つぎはツル、キシ、バアル、ナダブ、 31ゲドル、アヒオ、ザケル、 32およびミクロテ。ミクロテはシメアを生うんだ。これらもまた兄弟きょうだいたちと向むかいあってエルサレムに住すんだ。 33ネルはキシを生うみ、キシはサウルを生うみ、サウルはヨナタン、マルキシュア、アビナダブ、エシバアルを生うんだ。 34ヨナタンの子こはメリバアルで、メリバアルはミカエルを生うんだ。 35ミカの子こらはピトン、メレク、タレア、アハズである。 36アハズはエホアダを生うみ、エホアダはアレメテ、アズマウテ、ジムリを生うみ、ジムリはモザを生うみ、 37モザはビネアを生うんだ。ビネアの子こはラパ、ラパの子こはエレアサ、エレアサの子こはアゼルである。 38アゼルには六人にんの子こがあり、その名なはアズリカム、ボケル、イシマエル、シャリヤ、オバデヤ、ハナンで、皆みなアゼルの子こである。 39その兄弟きょうだいエセクの子こらは、長子ちょうしはウラム、次つぎはエウシ、第だい三はエリペレテである。 40ウラムの子こらは大だい勇士ゆうしで、よく弓ゆみを射いる者ものであった。彼かれは多おおくの子こと孫まごをもち、百五十人にんもあった。これらは皆みなベニヤミンの子孫しそんである。
    

  


  


  
    第九章


    
      1このようにすべてのイスラエルびとは系図けいずによって数かぞえられた。これらはイスラエルの列王紀れつおうきにしるされている。ユダはその不信ふしんのゆえにバビロンに捕囚ほしゅうとなった。 2その領地りょうちの町々まちまちに最初さいしょに住すんだものはイスラエルびと、祭司さいし、レビびとおよび宮みやに仕つかえるしもべたちであった。 3またエルサレムにはユダの子孫しそん、ベニヤミンの子孫しそんおよびエフライムとマナセの子孫しそんが住すんでいた。 4すなわちユダの子こペレヅの子孫しそんのうちではアミホデの子こウタイ。アミホデはオムリの子こ、オムリはイムリの子こ、イムリはバニの子こである。 5シロびとのうちでは長子ちょうしアサヤとそのほかの子こたち。 6ゼラの子孫しそんのうちではユエルとその兄弟きょうだい六百九十人にん。 7ベニヤミンの子孫しそんのうちではハセヌアの子こホダビヤの子こであるメシュラムの子こサル、 8エロハムの子こイブニヤ、ミクリの子こであるウジの子こエラおよびイブニヤの子こリウエルの子こであるシパテヤの子こメシュラム、 9ならびに彼かれらの兄弟きょうだいたちで、その系図けいずによれば合あわせて九百五十六人にん。これらの人々ひとびとは皆みなその氏族しぞくの長ちょうであった。
    


    
      10祭司さいしのうちではエダヤ、ヨアリブ、ヤキン、 11およびヒルキヤの子こアザリヤ、ヒルキヤはメシュラムの子こ、メシュラムはザドクの子こ、ザドクはメラヨテの子こ、メラヨテはアヒトブの子こである。アザリヤは神かみの宮みやのつかさである。 12またエロハムの子こアダヤ、エロハムはパシュルの子こ、パシュルはマルキヤの子こである。またアデエルの子こはマアセヤ、アデエルはヤゼラの子こ、ヤゼラはメシュラムの子こ、メシュラムはメシレモテの子こ、メシレモテはインメルの子こである。 13そのほかに彼かれらの兄弟きょうだいたちもあった。これらはその氏族しぞくの長ちょうで、合あわせて一千七百六十人にん、みな神かみの宮みやの務つとめをするのに、はなはだ力ちからのある人々ひとびとであった。
    


    
      14レビびとのうちではハシュブの子こシマヤ、ハシュブはアズリカムの子こ、アズリカムはハシャビヤの子こで、これらはメラリの子孫しそんである。 15またバクバッカル、ヘレシ、ガラル、およびアサフの子こジクリの子こであるミカの子こマッタニヤ、 16ならびにエドトンの子こガラルの子こであるシマヤの子こオバデヤおよびエルカナの子こであるアサの子こベレキヤ、エルカナはネトパびとの村里むらざとに住すんだ者ものである。
    


    
      17門もんを守まもるものはシャルム、アックブ、タルモン、アヒマンおよびその兄弟きょうだいたちで、シャルムはその長ちょうであった。 18彼かれは今日こんにちまで東ひがしの方ほうにある王おうの門もんを守まもっている。これらはレビの子孫しそんで営の門もんを守まもる者ものである。 19コラの子こエビヤサフの子こであるコレの子こシャルムおよびその氏族しぞくの兄弟きょうだいたちなどのコラびとは幕屋まくやのもろもろの門もんを守まもる務つとめをつかさどった。その先祖せんぞたちは主しゅの営えいをつかさどり、その入口いりぐちを守まもる者ものであった。 20エレアザルの子こピネハスが、むかし彼かれらのつかさであった。主しゅは彼かれとともにおられた。 21メシレミヤの子こゼカリヤは会見かいけんの幕屋まくやの門もんを守まもる者ものであった。 22これらは皆みな選えらばれて門もんを守まもる者もので、合あわせて二百十二人にんあった。彼かれらはその村々むらむらで系図けいずによって数かぞえられた者もので、ダビデと先見者せんけんしゃサムエルが彼かれらを職しょくに任にんじたのである。 23こうして彼かれらとその子孫しそんは監守かんしゅ人にんとして、主しゅの家いえである幕屋まくやの家いえの門もんをつかさどった。 24門もんを守まもる者ものは東西とうざい南北なんぼくの四方しほうにいた。 25またその村々むらむらにいる兄弟きょうだいたちは七日なぬかごとに代かわり、来きて彼かれらを助たすけた。 26門もんを守まもる者ものの長ちょうである四人にんのレビびとは神かみの家いえのもろもろの室しつと宝たからとをつかさどった。 27彼かれらは神かみの家いえを守まもる身みであるから、そのまわりに宿やどった。そして朝あさごとにこれを開ひらくことをした。
    


    
      28そのうちに務つとめの器うつわをつかさどる者ものがあった。彼かれらはその数かずを調しらべて携たずさえ入はいり、またその数かずを調しらべて携たずさえ出だした。 29またそのほかの品ひん、すべての聖せいなる器うつわおよび麦粉むぎこ、ぶどう酒しゅ、油あぶら、乳香にゅうこう、香料こうりょうをつかさどる者ものがあった。 30また祭司さいしのともがらのうちに香料こうりょうを混まぜる者ものがあった。 31コラびとシャルムの長子ちょうしでレビびとのひとりであるマタテヤはせんべいを造つくる勤つとめをつかさどった。 32またコハテびとの子孫しそんであるその兄弟きょうだいたちのうちに供そなえのパンをつかさどって、安息日あんそくにちごとにこれを整ととのえる者ものどもがあった。
    


    
      33レビびとの氏族しぞくの長ちょうであるこれらの者ものは歌うたうたう者ものであって、宮みやのもろもろの室しつに住すみ、ほかの務つとめはしなかった。彼かれらは日夜にちや自分じぶんの務つとめに従したがったからである。 34これらはレビびとの歴代れきだいの氏族しぞくの長ちょうであって、かしらたる人々ひとびとであった。彼かれらはエルサレムに住すんだ。
    


    
      35ギベオンの父ちちエヒエルはギベオンに住すんでいた。その妻つまの名なはマアカといった。 36彼かれの長子ちょうしはアブドン、次つぎはツル、キシ、バアル、ネル、ナダブ、 37ゲドル、アヒオ、ゼカリヤ、ミクロテである。 38ミクロテはシメアムを生うんだ。彼かれらもその兄弟きょうだいたちとともにエルサレムに住すんで、その兄弟きょうだいたちと向むかいあっていた。 39ネルはキシを生うみ、キシはサウルを生うみ、サウルはヨナタン、マルキシュア、アビナダブ、エシバアルを生うんだ。 40ヨナタンの子こはメリバアルで、メリバアルはミカを生うんだ。 41ミカの子こらはピトン、メレク、タレアおよびアハズである。 42アハズはヤラを生うみ、ヤラはアレメテ、アズマウテおよびジムリを生うみ、ジムリはモザを生うみ、 43モザはビネアを生うんだ。ビネアの子こはレパヤ、その子こはエレアサ、その子こはアゼルである。 44アゼルに六人にんの男おとこの子こがあった。その名なはアズリカム、ボケル、イシマエル、シャリヤ、オバデヤ、ハナン。これらはみなアゼルの子こらであった。
    

  


  


  
    第十章


    
      1さてペリシテびとはイスラエルと戦たたかったが、イスラエルの人々ひとびとがペリシテびとの前まえから逃にげ、ギルボア山やまで殺ころされて倒たおれたので、 2ペリシテびとはサウルとその子こたちのあとを追おい、サウルの子こヨナタン、アビナダブおよびマルキシュアを殺ころした。 3戦たたかいは激はげしくサウルにおし迫せまり、射手いての者ものどもがついにサウルを見みつけたので、彼かれは射手ての者ものどもに傷きずを負おわされた。 4そこでサウルはその武器ぶきを執とる者ものに言いった、「つるぎを抜ぬき、それをもってわたしを刺させ。さもないと、これらの割礼かつれいなき者ものが来きて、わたしをはずかしめるであろう」。しかしその武器ぶきを執とる者ものがいたく恐おそれて聞ききいれなかったので、サウルはつるぎをとってその上うえに伏ふした。 5武器ぶきを執とる者ものはサウルの死しんだのを見みて、自分じぶんもまたつるぎの上うえに伏ふして死しんだ。 6こうしてサウルと三人にんの子こらおよびその家族かぞくは皆みなともに死しんだ。 7谷たににいたイスラエルの人々ひとびとは皆みな彼かれらの逃にげるのを見み、またサウルとその子こらの死しんだのを見みて、町々まちまちをすてて逃にげたので、ペリシテびとが来きてそのうちに住すんだ。
    


    
      8あくる日ひペリシテびとは殺ころされた者ものから、はぎ取とるために来きて、サウルとその子こらのギルボア山やまに倒たおれているのを見み、 9サウルをはいでその首くびと、よろいかぶとを取とり、ペリシテびとの国くにの四方しほうに人ひとをつかわして、この良よき知しらせをその偶像ぐうぞうと民たみに告つげさせた。 10そしてサウルのよろいかぶとを彼かれらの神かみの家いえに置おき、首くびをダゴンの神殿しんでんにくぎづけにした。 11しかしヤベシ・ギレアデの人々ひとびとは皆みなペリシテびとがサウルにしたことを聞きいたので、 12勇士ゆうしたちが皆みな立たち上あがり、サウルのからだとその子こらのからだをとって、これをヤベシに持もって来きて、ヤベシのかしの木きの下したにその骨ほねを葬ほうむり、七日なぬかの間あいだ、断食だんじきした。
    


    
      13こうしてサウルは主しゅにむかって犯おかした罪つみのために死しんだ。すなわち彼かれは主しゅの言葉ことばを守まもらず、また口寄くちよせに問とうことをして、 14主しゅに問とうことをしなかった。それで主しゅは彼かれを殺ころし、その国くにを移うつしてエッサイの子こダビデに与あたえられた。
    

  


  


  
    第十一章


    
      1ここにイスラエルの人ひとは皆みなヘブロンにいるダビデのもとに集あつまって来きて言いった、「われわれは、あなたの骨肉こつにくです。 2先さきにサウルが王おうであった時ときにも、あなたはイスラエルを率ひきいて出入でいりされました。そしてあなたの神かみ、主しゅはあなたに『あなたはわが民たみイスラエルを牧ぼくする者ものとなり、わが民たみイスラエルの君きみとなるであろう』と言いわれました」。 3このようにイスラエルの長老ちょうろうが皆みなヘブロンにいる王おうのもとに来きたので、ダビデはヘブロンで主しゅの前まえに彼かれらと契約けいやくを結むすんだ。そして彼かれらは、サムエルによって語かたられた主しゅの言葉ことばに従したがってダビデに油あぶらを注そそぎ、イスラエルの王おうとした。
    


    
      4ダビデとすべてのイスラエルはエルサレムへ行いった。エルサレムはすなわちエブスであって、そこにはその地ちの住民じゅうみんであるエブスびとがいた。 5エブスの住民じゅうみんはダビデに言いった、「あなたはここにはいってはならない」。しかし、ダビデはシオンの要害ようがいを取とった。これがすなわちダビデの町まちである。 6この時ときダビデは言いった、「だれでも第だい一にエブスびとを撃うつ者ものを、かしらとし、将しょうとする」。ゼルヤの子こヨアブが第だい一にのぼっていったので、かしらとなった。 7そしてダビデがその要害ようがいに住すんだので人々ひとびとはこれをダビデの町まちと名なづけた。 8ダビデはまたその町まちの周囲しゅういすなわちミロから四方しほうに石いしがきを築きずき、ヨアブは町まちのほかの部分ぶぶんを繕つくろった。 9こうしてダビデはますます大おおいなる者ものとなった。万軍ばんぐんの主しゅが彼かれとともにおられたからである。
    


    
      10ダビデの勇士ゆうしのおもなものは次つぎのとおりである。彼かれらはイスラエルのすべての人ひととともにダビデに力ちからをそえて国くにを得えさせ、主しゅがイスラエルについて言いわれた言葉ことばにしたがって、彼かれを王おうとした人々ひとびとである。 11ダビデの勇士ゆうしの数かずは次つぎのとおりである。すなわち三人にんの長ちょうであるハクモニびとの子こヤショベアム、彼かれはやりをふるって三百人にんに向むかい、一度どにこれを殺ころした者ものである。
    


    
      12彼かれの次つぎはアホアびとドドの子こエレアザルで、三勇士ゆうしのひとりである。 13彼かれはダビデとともにパスダミムにいたが、ペリシテびとがそこに集あつまって来きて戦たたかった。そこに一面いちめんに大麦おおむぎのはえた地所じしょがあった。民たみはペリシテびとの前まえから逃にげた。 14しかし彼かれは地所じしょの中なかに立たってこれを防ふせぎ、ペリシテびとを殺ころした。そして主しゅは大おおいなる勝利しょうりを与あたえて彼かれらを救すくわれた。
    


    
      15三十人にんの長ちょうたちのうちの三人にんは下くだっていってアドラムのほらあなの岩いわの所ところにいるダビデのもとへ行いった。時ときにペリシテびとの軍勢ぐんぜいはレパイムの谷たにに陣じんを取とっていた。 16その時ときダビデは要害ようがいにおり、ペリシテびとの先陣せんじんはベツレヘムにあったが、 17ダビデはせつに望のぞんで、「だれかベツレヘムの門もんのかたわらにある井戸いどの水みずをわたしに飲のませてくれるとよいのだが」と言いった。 18そこでその三人にんはペリシテびとの陣じんを突つき通とおって、ベツレヘムの門もんのかたわらにある井戸いどの水みずをくみ取とって、ダビデのもとに携たずさえて来きた。しかしダビデはそれを飲のもうとはせず、それを主しゅの前まえに注そそいで、 19言いった、「わが神かみよ、わたしは断だんじてこれをいたしません。命いのちをかけて行いったこの人ひとたちの血ちをどうしてわたしは飲のむことができましょう。彼かれらは命いのちをかけてこの水みずをとって来きたのです」。それゆえ、ダビデはこの水みずを飲のもうとはしなかった。三勇士ゆうしはこのことをおこなった。
    


    
      20ヨアブの兄弟きょうだいアビシャイは三十人にんの長ちょうであった。彼かれはやりをふるって三百人にんに立たち向むかい、これを殺ころして三人にんのほかに名なを得えた。 21彼かれは三十人にんのうち、最もっとも尊たっとばれた者もので、彼かれらのかしらとなった。しかし、かの三人にんには及およばなかった。
    


    
      22エホヤダの子こベナヤは、カブジエル出身しゅっしんの勇士ゆうしであって、多おおくのてがらを立たてた。彼かれはモアブのアリエルのふたりの子こを撃うち殺ころした。彼かれはまた雪ゆきの日ひに下くだっていって、穴あなの中なかでししを撃うち殺ころした。 23彼かれはまた身みのたけ五キュビトばかりのエジプトびとを撃うち殺ころした。そのエジプトびとは手てに機はたの巻棒まきぼうほどのやりを持もっていたが、ベナヤはつえをとって彼かれの所ところへ下くだって行いき、エジプトびとの手てから、やりをもぎとり、そのやりをもって彼かれを殺ころした。 24エホヤダの子こベナヤは、これらの事ことを行いって三勇士ゆうしのほかに名なを得えた。 25彼かれは三十人にんのうちに有名ゆうめいであったが、かの三人にんには及およばなかった。ダビデは彼かれを侍衛じえいの長ちょうとした。
    


    
      26軍団ぐんだんのうちの勇士ゆうしはヨアブの兄弟きょうだいアサヘル。ベツレヘム出身しゅっしんのドドの子こエルハナン。 27ハロデ出身しゅっしんのシャンマ。ペロンびとヘレヅ。 28テコア出身しゅっしんのイッケシの子こイラ。アナトテ出身しゅっしんのアビエゼル。 29ホシャテびとシベカイ。アホアびとイライ。 30ネトパ出身しゅっしんのマハライ。ネトパ出身しゅっしんのバアナの子こヘレデ。 31ベニヤミンびとのギベアから出でたリバイの子こイタイ。ピラトンのベナヤ。 32ガアシの谷たにのホライ。アルバテびとアビエル。 33バハルム出身しゅっしんのアズマウテ。シャルボン出身しゅっしんのエリヤバ。 34ギゾンびとハセム。ハラルびとシャゲの子こヨナタン。 35ハラルびとサカルの子こアヒアム。ウルの子こエリパル。 36メケラテびとヘペル。ペロンびとアヒヤ。 37カルメル出身しゅっしんのヘズロ。エズバイの子こナアライ。 38ナタンの兄弟きょうだいヨエル。ハグリの子こミブハル。 39アンモンびとゼレク。ゼルヤの子こヨアブの武器ぶきを執とるもの、ベエロテ出身しゅっしんのナハライ。 40イテルびとイラ。イテルびとガレブ。 41ヘテびとウリヤ。アハライの子こザバデ。 42ルベンびとシザの子こアデナ。彼かれはルベンびとの長ちょうであって、三十人にんを率ひきいた。 43またマアカの子こハナン。ミテニびとヨシャパテ。 44アシテラテびとウジヤ。アロエルびとホタムの子こらシャマとエイエル。 45テジびとシムリの子こエデアエルおよびその兄弟きょうだいヨハ。 46マハブびとエリエル。エルナアムの子こらエリバイおよびヨシャビヤ。モアブびとイテマ。 47エリエル、オベデおよびメゾバびとヤシエルである。
    

  


  


  
    第十二章


    
      1ダビデがキシの子こサウルにしりぞけられて、なおチクラグにいた時とき、次つぎの人々ひとびとが彼かれのもとに来きた。彼かれらはダビデを助たすけて戦たたかった勇士ゆうしたちのうちにあり、 2弓ゆみをよくする者もの、左右さゆういずれの手てをもってもよく矢やを射い、石いしを投なげる者もので、ともにベニヤミンびとで、サウルの同族どうぞくである。 3そのかしらはアヒエゼル、次つぎはヨアシで、ともにギベア出身しゅっしんのシマアの子こたちである。またエジエルとペレテで、ともにアズマウテの子こたちである。またベラカおよびアナトテ出身しゅっしんのエヒウ。 4またギベオン出身しゅっしんのイシマヤ、彼かれは三十人にんのうちの勇士ゆうしで、その三十人にんの長ちょうである。またエレミヤ、ヤハジエル、ヨハナン、ゲデラ出身しゅっしんのヨザバデ、 5エルザイ、エリモテ、ベアリヤ、シマリヤ、ハリフびとシパテヤ、 6エルカナ、イシア、アザリエル、ヨエゼル、ヤショベアムで、これらはコラびとである。 7またゲドルのエロハムの子こたちであるヨエラおよびゼバデヤである。
    


    
      8ガドびとのうちから荒野あらのの要害ようがいに来きて、ダビデについた者ものは皆みな勇士ゆうしで、よく戦たたかう軍人ぐんじん、よく盾たてとやりをつかう者もの、その顔かおはししの顔かおのようで、その速はやいことは山やまにいるしかのようであった。 9彼かれらのかしらはエゼル、次つぎはオバデヤ、第だい三はエリアブ、 10第だい四はミシマンナ、第だい五はエレミヤ、 11第だい六はアッタイ、第だい七はエリエル、 12第だい八はヨナハン、第だい九はエルザバデ、 13第だい十はエレミヤ、第だい十一はマクバナイである。 14これらはガドの子孫しそんで軍勢ぐんぜいの長ちょうたる者もの、その最もっとも小ちいさい者ものでも百人にんに当あたり、その最もっとも大おおいなる者ものは千人にんに当あたった。 15正月しょうがつ、ヨルダンがその全ぜん岸きしにあふれたとき、彼かれらはこれを渡わたって、谷々たにだににいる者ものをことごとく東ひがしに西にしに逃にげ走はしらせた。
    


    
      16ベニヤミンとユダの子孫しそんのうちの人々ひとびとが要害ようがいに来きて、ダビデについた。 17ダビデは出でて彼かれらを迎むかえて言いった、「あなたがたが好意こういをもって、わたしを助たすけるために来きたのならば、わたしの心こころもあなたがたと、ひとつになりましょう。しかし、わたしの手てになんの悪事あくじもないのに、もしあなたがたが、わたしを欺あざむいて、敵てきに渡わたすためであるならば、われわれの先祖せんぞの神かみがどうぞみそなわして、あなたがたを責せめられますように」。 18時ときに霊れいが三十人にんの長ちょうアマサイに臨のぞみ、アマサイは言いった、

      
        「ダビデよ、われわれはあなたのもの。

        エッサイの子こよ、われわれはあなたと共ともにある。

        平安へいあんあれ、あなたに平安へいあんあれ。

        あなたを助たすける者ものに平安へいあんあれ。

        あなたの神かみがあなたを助たすけられる」。

      
そこでダビデは彼かれらを受うけいれて部隊ぶたいの長ちょうとした。
    


    
      19さきにダビデがペリシテびとと共ともにサウルと戦たたかおうと攻せめて来きたとき、マナセびと数人すうにんがダビデについた。（ただしダビデはついにペリシテびとを助たすけなかった。それはペリシテびとの君きみたちが相あいはかって、「彼かれはわれわれの首くびをとって、その主君しゅくんサウルのもとに帰かえるであろう」と言いって、彼かれを去さらせたからである。） 20ダビデがチクラグへ行いったとき、マナセびとアデナ、ヨザバデ、エデアエル、ミカエル、ヨザバデ、エリウ、ヂルタイが彼かれについた。皆みなマナセびとの千人にんの長ちょうであった。 21彼かれらはダビデを助たすけて敵てき軍ぐんに当あたった。彼かれらは皆みな大だい勇士ゆうしで軍勢ぐんぜいの長ちょうであった。 22ダビデを助たすける者ものが日ひに日ひに加くわわって、ついに大軍たいぐんとなり、神かみの軍勢ぐんぜいのようになった。
    


    
      23主しゅの言葉ことばに従したがい、サウルの国くにをダビデに与あたえようとして、ヘブロンにいるダビデのもとに来きた武装ぶそうした軍隊ぐんたいの数かずは、次つぎのとおりである。 24ユダの子孫しそんで盾たてとやりをとり、武装ぶそうした者もの六千八百人にん、 25シメオンの子孫しそんで、よく戦たたかう勇士ゆうし七千百人にん、 26レビの子孫しそんからは四千六百人にん。 27エホヤダはアロンの家いえのつかさで、彼かれに属ぞくする者ものは三千七百人にん。 28ザドクは年ねん若わかい勇士ゆうしで、彼かれの氏族しぞくから出でた将軍しょうぐんは二十二人にん。 29サウルの同族どうぞく、ベニヤミンの子孫しそんからは三千人にん、ベニヤミンびとの多おおくはなおサウルの家いえに忠義ちゅうぎをつくしていた。 30エフライムの子孫しそんからは二万八百人にん、皆みな勇士ゆうしで、その氏族しぞくの名なある人々ひとびとであった。 31マナセの半はん部族ぶぞくからは一万八千人にん、皆みなダビデを王おうに立たてようとして上のぼって来きて、名なをつらねた者ものである。 32イッサカルの子孫しそんからはよく時勢じせいに通つうじ、イスラエルのなすべきことをわきまえた人々ひとびとが来きた。その長ちょうたる者ものが二百人にんあって、その兄弟きょうだいたちは皆みなその指揮しきに従したがった。 33ゼブルンからは五万人にん、皆みな訓練くんれんを経へた軍隊ぐんたいで、もろもろの武具ぶぐで身みをよろい、一心いっしんにダビデを助たすけた者ものである。 34ナフタリからは将しょうたる者もの一千人にんおよび盾たてとやりをとってこれに従したがう者もの三万七千人にん。 35ダンびとからは武装ぶそうした者もの二万八千六百人にん。 36アセルからは戦たたかいの備そなえをした熟練じゅくれんの者もの四万人にん。 37またヨルダンのかなたルベンびと、ガドびと、マナセの半はん部族ぶぞくからはもろもろの武具ぶぐで身みをよろった者もの十二万人にんであった。
    


    
      38すべてこれらの戦たたかいの備そなえをしたいくさびとらは真心まごころをもってヘブロンに来きて、ダビデを全ぜんイスラエルの王おうにしようとした。このほかのイスラエルびともまた、心こころをひとつにしてダビデを王おうにしようとした。 39彼かれらはヘブロンにダビデとともに三日かいて、食くい飲のみした。その兄弟きょうだいたちは彼かれらのために備そなえをしたからである。 40また彼かれらに近ちかい人々ひとびとはイッサカル、ゼブルン、ナフタリなどの遠とおい所ところの者ものまで、ろば、らくだ、騾馬らば、牛うしなどに食物しょくもつを負おわせて来きた。すなわち麦粉むぎこの食物しょくもつ、干ひいちじく、干ほしぶどう、ぶどう酒しゅ、油あぶら、牛うし、羊ひつじなどを多おおく携たずさえて来きた。これはイスラエルに喜よろこびがあったからである。
    

  


  


  
    第十三章


    
      1ここにダビデは千人にんの長ちょう、百人にんの長ちょうなどの諸しょ将しょうと相あいはかり、 2そしてダビデはイスラエルの全ぜん会衆かいしゅうに言いった、「もし、このことをあなたがたがよしとし、われわれの神かみ、主しゅがこれを許ゆるされるならば、われわれは、イスラエルの各地かくちに残のこっているわれわれの兄弟きょうだいならびに、放牧ほうぼく地ちの付ついている町々まちまちにいる祭司さいしとレビびとに、使つかいをつかわし、われわれの所ところに呼よび集あつめましょう。 3また神かみの箱はこをわれわれの所ところに移うつしましょう。われわれはサウルの世よにはこれをおろそかにしたからです」。 4会衆かいしゅうは一同いちどう「そうしましょう」と言いった。このことがすべての民たみの目めに正ただしかったからである。
    


    
      5そこでダビデはキリアテ・ヤリムから神かみの箱はこを運はこんでくるため、エジプトのシホルからハマテの入口いりぐちまでのイスラエルをことごとく呼よび集あつめた。 6そしてダビデとすべてのイスラエルはバアラすなわちユダのキリアテ・ヤリムに上のぼり、ケルビムの上うえに座ざしておられる主しゅの名なをもって呼よばれている神かみの箱はこをそこからかき上のぼろうと、 7神かみの箱はこを新あたらしい車くるまにのせて、アビナダブの家いえからひきだし、ウザとアヒヨがその車くるまを御ぎょした。 8ダビデおよびすべてのイスラエルは歌うたと琴ことと立琴たてごとと、手て鼓つづみと、シンバルと、ラッパをもって、力ちからをきわめて神かみの前まえに踊おどった。
    


    
      9彼かれらがキドンの打うち場ばに来きた時とき、ウザは手てを伸のべて箱はこを押おさえた。牛うしがつまずいたからである。 10ウザが手てを箱はこにつけたことによって、主しゅは彼かれに向むかって怒いかりを発はっし、彼かれを撃うたれたので、彼かれはその所ところで神かみの前まえに死しんだ。 11主しゅがウザを撃うたれたので、ダビデは怒いかった。その所ところは今日こんにちまでペレヅ・ウザと呼よばれている。 12その日ひダビデは神かみを恐おそれて言いった、「どうして神かみの箱はこを、わたしの所ところへかいて行いけようか」。 13それでダビデはその箱はこを自分じぶんの所ところダビデの町まちへは移うつさず、これを転てんじてガテびとオベデ・エドムの家いえに運はこばせた。 14神かみの箱はこは三か月げつの間あいだ、オベデ・エドムの家いえに、その家族かぞくとともにとどまった。主しゅはオベデ・エドムの家族かぞくとそのすべての持もち物ものを祝福しゅくふくされた。
    

  


  


  
    第十四章


    
      1ツロの王おうヒラムはダビデに使者ししゃをつかわし、彼かれのために家いえを建たてさせようと香柏こうはくおよび石工いしくと木工もっこうを送おくった。 2ダビデは主しゅが自分じぶんを堅かたく立たててイスラエルの王おうとされたことと、その民たみイスラエルのために彼かれの国くにを大おおいに興おこされたことを悟さとった。
    


    
      3ダビデはエルサレムでまた妻つまたちをめとった。そしてダビデにまたむすこ、娘むすめが生うまれた。 4彼かれがエルサレムで得えた子こたちの名なは次つぎのとおりである。すなわちシャンマ、ショバブ、、ナタン、ソロモン、 5イブハル、エリシュア、エルペレテ、 6ノガ、ネペグ、ヤピア、 7エリシャマ、ベエリアダ、エリペレテである。
    


    
      8さてペリシテびとはダビデが油あぶらを注そそがれて全ぜんイスラエルの王おうになったことを聞きいたので、ペリシテびとはみな上のぼってきてダビデを捜さがした。ダビデはこれを聞きいてこれに当あたろうと出でていったが、 9ペリシテびとはすでに来きて、レパイムの谷たにを侵おかした。 10ダビデは神かみに問とうて言いった、「ペリシテびとに向むかって上のぼるべきでしょうか。あなたは彼かれらをわたしの手てにわたされるでしょうか」。主しゅはダビデに言いわれた、「上のぼりなさい。わたしは彼かれらをあなたの手てにわたそう」。 11そこで彼かれはバアル・ペラジムへ上のぼっていった。その所ところでダビデは彼かれらを打うち敗はいり、そして言いった、「神かみは破やぶり出でる水みずのように、わたしの手てで敵てきを破やぶられた」。それゆえ、その所ところの名なはバアル・ペラジムと呼よばれている。 12彼かれらが自分じぶんたちの神かみをそこに残のこして退しりぞいたので、ダビデは命めいじてこれを火ひで焼やかせた。
    


    
      13ペリシテびとは再ふたたび谷たにを侵おかした。 14ダビデが再ふたたび神かみに問とうたので神かみは言いわれた、「あなたは彼かれらを追おって上のぼってはならない。遠回とおまわりしてバルサムの木きの前まえから彼かれらを襲おそいなさい。 15バルサムの木きの上うえに行進こうしんの音おとが聞きこえたならば、あなたは行いって戦たたかいなさい。神かみがあなたの前まえに出でてペリシテびとの軍勢ぐんぜいを撃うたれるからです」。 16ダビデは神かみが命めいじられたようにして、ペリシテびとの軍勢ぐんぜいを撃うち破やぶり、ギベオンからゲゼルに及およんだ。 17そこでダビデの名なはすべての国々くにぐにに聞きこえわたり、主しゅはすべての国くにびとに彼かれを恐おそれさせられた。
    

  


  


  
    第十五章


    
      1ダビデはダビデの町まちのうちに自分じぶんのために家いえを建たて、また神かみの箱はこのために所ところを備そなえ、これがために幕屋まくやを張はった。 2ダビデは言いった、「神かみの箱はこをかくべき者ものはただレビびとのみである。主しゅが主しゅの箱はこをかかせ、また主しゅに長ながく仕つかえさせるために彼かれらを選えらばれたからである」。 3ダビデは主しゅの箱はこをこれがために備そなえた所ところにかき上のぼるため、イスラエルをことごとくエルサレムに集あつめた。 4ダビデはまたアロンの子孫しそんとレビびとを集あつめた。 5すなわち、コハテの子孫しそんのうちからはウリエルを長ちょうとしてその兄弟きょうだい百二十人にん、 6メラリの子孫しそんのうちからはアサヤを長ちょうとしてその兄弟きょうだい二百二十人にん、 7ゲルショムの子孫しそんのうちからはヨエルを長ちょうとしてその兄弟きょうだい百三十人にん、 8エリザパンの子孫しそんのうちからはシマヤを長ちょうとしてその兄弟きょうだい二百人にん、 9ヘブロンの子孫しそんのうちからはエリエルを長ちょうとしてその兄弟きょうだい八十人にん、 10ウジエルの子孫しそんのうちからはアミナダブを長ちょうとしてその兄弟きょうだい百十二人にんである。 11ダビデは祭司さいしザドクとアビヤタル、およびレビびとウリエル、アサヤ、ヨエル、シマヤ、エリエル、アミナダブを召めし、 12彼かれらに言いった、「あなたがたはレビびとの氏族しぞくの長ちょうである。あなたがたとあなたがたの兄弟きょうだいはともに身みを清きよめ、イスラエルの神かみ、主しゅの箱はこをわたしがそのために備そなえた所ところにかき上のぼりなさい。 13さきにこれをかいた者ものがあなたがたでなかったので、われわれの神かみ、主しゅはわれわれを撃うたれました。これはわれわれがその定さだめにしたがってそれを扱あつかわなかったからです」。 14そこで祭司さいしたちとレビびとたちはイスラエルの神かみ、主しゅの箱はこをかき上のぼるために身みを清きよめ、 15レビびとたちはモーセが主しゅの言葉ことばにしたがって命めいじたように、神かみの箱はこをさおをもって肩かたにになった。
    


    
      16ダビデはまたレビびとの長ちょうたちに、その兄弟きょうだいたちを選えらんで歌うたうたう者ものとなし、立琴たてごとと琴こととシンバルなどの楽器がっきを打うちはやし、喜よろこびの声こえをあげることを命めいじた。 17そこでレビびとはヨエルの子こヘマンと、その兄弟きょうだいベレキヤの子こアサフおよびメラリの子孫しそんである彼かれらの兄弟きょうだいクシャヤの子こエタンを選えらんだ。 18またこれに次つぐその兄弟きょうだいたちがこれと共ともにいた。すなわちゼカリヤ、ヤジエル、セミラモテ、エイエル、ウンニ、エリアブ、ベナヤ、マアセヤ、マッタテヤ、エリペレホ、ミクネヤおよび門もんを守まもる者ものオベデ・エドムとエイエル。 19歌うたうたう者ものヘマン、アサフおよびエタンは青銅せいどうのシンバルを打うちはやす者ものであった。 20ゼカリヤ、アジエル、セミラモテ、エイエル、ウンニ、エリアブ、マアセヤ、ベナヤはアラモテにしたがって立琴たてごとを奏そうする者ものであった。 21しかしマッタテヤ、エリペレホ、ミクネヤ、オベデ・エドム、エイエル、アザジヤはセミニテにしたがって琴ことをもって指揮しきする者ものであった。 22ケナニヤはレビびとの楽長がくちょうで、音楽おんがくに通つうじていたので、これを指揮しきした。 23ベレキヤとエルカナは箱はこのために門もんを守まもる者ものであった。 24祭司さいしシバニヤ、ヨシャパテ、ネタネル、アマサイ、ゼカリヤ、ベナヤ、エリエゼルらは神かみの箱はこの前まえでラッパを吹ふき、オベデ・エドムとエヒアは箱はこのために門もんを守まもる者ものであった。
    


    
      25ダビデとイスラエルの長老ちょうろうたちおよび千人にんの長ちょうたちは行いって、オベデ・エドムの家いえから主しゅの契約けいやくの箱はこを喜よろこび勇いさんでかき上のぼった。 26神かみが主しゅの契約けいやくの箱はこをかくレビびとを助たすけられたので、彼かれらは雄牛おうし七頭とう、雄羊おひつじ七頭とうをささげた。 27ダビデは亜麻あま布ぬのの衣服いふくを着きていた。箱はこをかくすべてのレビびとは、歌うたうたう者もの、音楽おんがくをつかさどるケナニヤも同様どうようである。ダビデはまた亜麻あま布ぬののエポデを着きていた。 28こうしてイスラエルは皆みな、声こえをあげ、角笛つのぶえを吹ふきならし、ラッパと、シンバルと、立琴たてごとと琴ことをもって打うちはやして主しゅの契約けいやくの箱はこをかき上のぼった。
    


    
      29主しゅの契約けいやくの箱はこがダビデの町まちにはいったとき、サウルの娘むすめミカルが窓まどからながめ、ダビデ王おうの舞まい踊おどるのを見みて、心こころのうちに彼かれをいやしめた。
    

  


  


  
    第十六章


    
      1人々ひとびとは神かみの箱はこをかき入いれて、ダビデがそのために張はった幕屋まくやのうちに置おき、そして燔祭はんさいと酬恩祭しゅうおんさいを神かみの前まえにささげた。 2ダビデは燔祭はんさいと酬恩祭しゅうおんさいをささげ終おえたとき、主しゅの名なをもって民たみを祝福しゅくふくし、 3イスラエルの人々ひとびとに男おとこにも女おんなにもおのおのパン一つ、肉にく一切きれ、干ほしぶどう一かたまりを分わけ与あたえた。
    


    
      4ダビデはまたレビびとのうちから主しゅの箱はこの前まえに仕つかえる者ものを立たてて、イスラエルの神かみ、主しゅをあがめ、感謝かんしゃし、ほめたたえさせた。 5楽長がくちょうはアサフ、その次つぎはゼカリヤ、エイエル、セミラモテ、エヒエル、マッタテヤ、エリアブ、ベナヤ、オベデ・エドム、エイエルで、彼かれらは立琴たてごとと琴ことを弾だんじ、アサフはシンバルを打うち鳴ならし、 6祭司さいしベナヤとヤハジエルは神かみの契約けいやくの箱はこの前まえでつねにラッパを吹ふいた。
    


    
      7その日ひダビデは初はじめてアサフと彼かれの兄弟きょうだいたちを立たてて、主しゅに感謝かんしゃをささげさせた。

      
        8主しゅに感謝かんしゃし、そのみ名なを呼よび、

        そのみわざをもろもろの民たみの中なかに知しらせよ。

        9主しゅにむかって歌うたえ、主しゅをほめ歌うたえ。

        そのもろもろのくすしきみわざを語かたれ。

        10その聖せいなるみ名なを誇ほこれ。

        どうか主しゅを求もとめる者ものの心こころが喜よろこぶように。

        11主しゅとそのみ力ちからとを求もとめよ。

        つねにそのみ顔かおをたずねよ。

        12 16:13そのしもべアブラハムのすえよ、

        その選えらばれたヤコブの子こらよ。

        主しゅのなされたくすしきみわざと、その奇跡きせきと、

        そのみ口くちのさばきとを心こころにとめよ。

        14彼かれはわれわれの神かみ、主しゅにいます。

        そのさばきは全ぜん地ちにある。

        15主しゅはとこしえにその契約けいやくをみこころにとめられる。

        これはよろずよに命めいじられたみ言葉ことばであって、

        16アブラハムと結むすばれた契約けいやく、

        イサクに誓ちかわれた約束やくそくである。

        17主しゅはこれを堅かたく立たててヤコブのために定さだめとし、

        イスラエルのためにとこしえの契約けいやくとして、

        18言いわれた、「あなたにカナンの地ちを与あたえて、

        あなたがたの受うける嗣し業ぎょうの分わけ前まえとする」と。

        19その時とき、彼かれらの数かずは少すくなくて、

        数かぞえるに足たらず、かの国くにで旅たびびととなり、

        20国くにから国くにへ行いき、

        この国くにからほかの民たみへ行いった。

        21主しゅは人ひとの彼かれらをしえたげるのをゆるされず、

        彼かれらのために王おうたちを懲こらしめて、

        22言いわれた、「わが油あぶらそそがれた者ものたちに

        さわってはならない。

        わが預言者よげんしゃたちに害がいを加くわえてはならない」と。

        23全ぜん地ちよ、主しゅに向むかって歌うたえ。

        日ひごとにその救すくいを宣のべ伝つたえよ。

        24もろもろの国くにの中なかにその栄光えいこうをあらわし、

        もろもろの民たみの中なかにくすしきみわざをあらわせ。

        25主しゅは大おおいなるかたにいまして、

        いとほめたたうべき者もの、

        もろもろの神かみにまさって、恐おそるべき者ものだからである。

        26もろもろの民たみのすべての神かみはむなしい。

        しかし主しゅは天てんを造つくられた。

        27誉ほまれと威厳いげんとはそのみ前まえにあり、

        力ちからと喜よろこびとはその聖所せいじょにある。

        28もろもろの民たみのやからよ、主しゅに帰きせよ、

        栄光えいこうと力ちからとを主しゅに帰きせよ。

        29そのみ名なにふさわしい栄光えいこうを主しゅに帰きせよ。

        供そなえ物ものを携たずさえて主しゅのみ前まえにきたれ。

        聖せいなる装よそおいをして主しゅを拝おがめ。

        30全ぜん地ちよ、そのみ前まえにおののけ。

        世界せかいは堅かたく立たって、動うごかされることはない。

        31天てんは喜よろこび、地ちはたのしみ、

        もろもろの国民くにたみの中なかに言いえ、「主しゅは王おうであられる」と。

        32海うみとその中なかに満みつるものとは鳴なりどよめき、

        田畑たはたとその中なかのすべての物ものは喜よろこべ。

        33そのとき林はやしのもろもろの木きも主しゅのみ前まえに喜よろこび歌うたう。

        主しゅは地ちをさばくためにこられるからである。

        34主しゅに感謝かんしゃせよ、主しゅは恵めぐみふかく、

        そのいつくしみはとこしえに絶たえることがない。

        35また言いえ、「われわれの救すくいの神かみよ、われわれを救すくい、

        もろもろの国民くにたみの中なかから

        われわれを集あつめてお救すくいください。

        そうすればあなたの聖せいなるみ名なに感謝かんしゃし、

        あなたの誉ほまれを誇ほこるでしょう。

        36イスラエルの神かみ、主しゅは、

        とこしえからとこしえまでほむべきかな」と。

      
その時ときすべての民たみは「アァメン」と言いって主しゅをほめたたえた。
    


    
      37ダビデはアサフとその兄弟きょうだいたちを主しゅの契約けいやくの箱はこの前まえにとめおいて、常つねに箱はこの前まえに仕つかえ、日々ひびのわざを行おこなわせた。 38オベデ・エドムとその兄弟きょうだいたちは合あわせて六十八人にんである。またエドトンの子こオベデ・エドムおよびホサは門守かどもりであった。 39祭司さいしザドクとその兄弟きょうだいである祭司さいしたちはギベオンにある高たかき所ところで主しゅの幕屋まくやの前まえに仕つかえ、 40主しゅがイスラエルに命めいじられた律法りっぽうにしるされたすべてのことにしたがって燔祭はんさいの壇だんの上うえに朝夕あさゆうたえず燔祭はんさいを主しゅにささげた。 41また彼かれらとともにヘマン、エドトンおよびほかの選えらばれて名なをしるされた者ものどもがいて、主しゅのいつくしみの世々よよ限かぎりなきことについて主しゅに感謝かんしゃした。 42すなわちヘマンおよびエドトンは彼かれらとともにいて、ラッパ、シンバルおよびその他たの聖歌せいかのための楽器がっきをとって音楽おんがくを奏そうし、エドトンの子こらは門もんを守まもった。
    


    
      43こうして民たみは皆みなおのおの家いえに帰かえり、ダビデはその家族かぞくを祝福しゅくふくするために帰かえって行いった。
    

  


  


  
    第十七章


    
      1さてダビデは自分じぶんの家いえに住すむようになったとき、預言者よげんしゃナタンに言いった、「見みよ、わたしは香柏こうはくの家いえに住すんでいるが、主しゅの契約けいやくの箱はこは天幕てんまくのうちにある」。 2ナタンはダビデに言いった、「神かみがあなたとともにおられるから、すべてあなたの心こころにあるところを行おこないなさい」。
    


    
      3その夜よる、神かみの言葉ことばがナタンに臨のぞんで言いった、 4「行いってわたしのしもべダビデに告つげよ、『主しゅはこう言いわれる、わたしの住すむ家いえを建たててはならない。 5わたしはイスラエルを導みちびき上のぼった日ひから今日こんにちまで、家いえに住すまわず、天幕てんまくから天幕てんまくに、幕屋まくやから幕屋まくやに移うつったのである。 6わたしがすべてのイスラエルと共ともに歩あゆんだすべての所ところで、わたしの民たみを牧ぼくすることを命めいじたイスラエルのさばきづかさのひとりに、ひと言ことでも、「どうしてあなたがたは、わたしのために香柏こうはくの家いえを建たてないのか」と言いったことがあるだろうか』と。 7それゆえ今いまあなたは、わたしのしもべダビデにこう言いいなさい、『万軍ばんぐんの主しゅはこう仰おおせられる、「わたしはあなたを牧場まきばから、羊ひつじに従したがっている所ところから取とって、わたしの民たみイスラエルの君きみとし、 8あなたがどこへ行いくにもあなたと共ともにおり、あなたのすべての敵てきをあなたの前まえから断たち去さった。わたしはまた地ちの上うえの大おおいなる者ものの名なのような名なをあなたに得えさせよう。 9そしてわたしはわが民たみイスラエルのために一つの所ところを定さだめて、彼かれらを植うえつけ、彼かれらを自分じぶんの所ところに住すませ、重かさねて動うごくことのないようにしよう。 10また前まえのように、すなわちわたしがわが民たみイスラエルの上うえにさばきづかさを立たてた時ときからこのかたのように、悪わるい人ひとが重かさねてこれを荒あらすことはないであろう。わたしはまたあなたのもろもろの敵てきを征服せいふくする。かつわたしは主しゅがあなたのために家いえを建たてられることを告つげる。 11あなたの日ひが満みち、あなたの先祖せんぞたちの所ところへ行いかねばならぬとき、わたしはあなたの子こ、すなわちあなたの子こらのひとりを、あなたのあとに立たてて、その王国おうこくを堅かたくする。 12彼かれはわたしのために家いえを建たてるであろう。わたしは長ながく彼かれの位くらいを堅かたくする。 13わたしは彼かれの父ちちとなり、彼かれはわたしの子ことなる。わたしは、わたしのいつくしみを、あなたのさきにあった者ものから取とり去さったように、彼かれからは取とり去さらない。 14かえって、わたしは彼かれを長ながくわたしの家いえに、わたしの王国おうこくにすえおく。彼かれの位くらいはとこしえに堅かたく立たつであろう』」。 15ナタンはすべてこれらの言葉ことばのように、またすべてこの幻まぼろしのようにダビデに語かたった。
    


    
      16そこで、ダビデ王おうは、はいって主しゅの前まえに座ざして言いった、「主しゅなる神かみよ、わたしがだれ、わたしの家いえがなんであるので、あなたはこれまでわたしを導みちびかれたのですか。 17神かみよ、これはあなたの目めには小ちいさな事ことです。主しゅなる神かみよ、あなたはしもべの家いえについて、はるか後のちの事ことを語かたって、きたるべき代々よよのことを示しめされました。 18しもべの名誉めいよについては、ダビデはこの上うえあなたに何なにを申もうしあげることができましょう。あなたはしもべを知しっておられるからです。 19主しゅよ、あなたはしもべのために、またあなたの心こころにしたがって、このもろもろの大おおいなる事ことをなし、すべての大おおいなる事ことを知しらされました。 20主しゅよ、われわれがすべて耳みみに聞きいた所ところによれば、あなたのようなものはなく、またあなたのほかに神かみはありません。 21また地上ちじょうのどの国民こくみんが、あなたの民たみイスラエルのようでありましょうか。これは神かみが行いって、自分じぶんのためにあがなって民たみとし、エジプトからあなたがあがない出だされたあなたの民たみの前まえから国々くにぐにの民たみを追おい払はらい、大おおいなる恐おそるべき事ことを行いって、名なを得えられたものではありませんか。 22あなたはあなたの民たみイスラエルを長ながくあなたの民たみとされました。主しゅよ、あなたは彼かれらの神かみとなられたのです。 23それゆえ主しゅよ、あなたがしもべと、しもべの家いえについて語かたられた言葉ことばを長ながく堅かたくして、あなたの言いわれたとおりにしてください。 24そうすればあなたの名なはとこしえに堅かたくされ、あがめられて、『イスラエルの神かみ、万軍ばんぐんの主しゅはイスラエルの神かみである』と言いわれ、またあなたのしもべダビデの家いえはあなたの前まえに堅かたく立たつことができるでしょう。 25わが神かみよ、あなたは彼かれのために家いえを建たてると、しもべに示しめされました。それゆえ、しもべはあなたの前まえに祈いのる勇気ゆうきを得えました。 26主しゅよ、あなたは神かみにいまし、この良よき事ことをしもべに約束やくそくされました。 27それゆえどうぞいま、しもべの家いえを祝福しゅくふくし、あなたの前まえに長ながく続つづかせてくださるように。主しゅよ、あなたの祝福しゅくふくされるものは長ながく祝福しゅくふくを受うけるからです」。
    

  


  


  
    第十八章


    
      1この後のちダビデはペリシテびとを撃うってこれを征服せいふくし、ペリシテびとの手てからガテとその村々むらむらを取とった。
    


    
      2彼かれはまたモアブを撃うった。モアブびとはダビデのしもべとなって、みつぎを納おさめた。
    


    
      3ダビデはまた、ハマテのゾバの王おうハダデゼルがユフラテ川かわのほとりに、その記念碑きねんひを建たてようとして行いったとき彼かれを撃うった。 4そしてダビデは彼かれから戦車せんしゃ一千、騎兵きへい七千人にん、歩兵ほへい二万人にんを取とった。ダビデは一百の戦車せんしゃの馬うまを残のこして、そのほかの戦車せんしゃの馬うまはみなその足あしの筋すじを切きった。 5その時ときダマスコのスリヤびとがゾバの王おうハダデゼルを助たすけるために来きたので、ダビデはそのスリヤびと二万二千人にんを殺ころした。 6そしてダビデはダマスコのスリヤに守備しゅび隊たいを置おいた。スリヤびとはみつぎを納おさめてダビデのしもべとなった。主しゅはダビデにすべてその行いく所ところで勝利しょうりを与あたえられた。 7ダビデはハダデゼルのしもべらが持もっていた金きんの盾たてを奪うばって、エルサレムに持もってきた。 8またハダデゼルの町まちテブハテとクンからダビデは非常ひじょうに多おおくの青銅せいどうを取とった。ソロモンはそれを用もちいて青銅せいどうの海うみ、柱はしらおよび青銅せいどうの器うつわを造つくった。
    


    
      9時ときにハマテの王おうトイはダビデがゾバの王おうハダデゼルのすべての軍勢ぐんぜいを撃うち破やぶったことを聞きき、 10その子こハドラムをダビデ王おうにつかわして、彼かれにあいさつさせ、かつ祝しゅくを述のべさせた。ハダデゼルはかつてしばしばトイと戦たたかいを交まじえたが、ダビデはハダデゼルと戦たたかって、これを撃うち破やぶったからである。ハドラムは金きん、銀ぎんおよび青銅せいどうのさまざまの器うつわを贈おくったので、 11ダビデ王おうはこれをエドム、モアブ、アンモンの人々ひとびと、ペリシテびと、アマクレなどの諸しょ国民こくみんのうちから取とってきた金銀きんぎんとともに、主しゅにささげた。
    


    
      12ゼルヤの子こアビシャイは塩しおの谷たにで、エドムびと一万八千を撃うち殺ころした。 13ダビデはエドムに守備しゅび隊たいを置おき、エドムびとは皆みなダビデのしもべとなった。主しゅはダビデにすべてその行いく所ところで勝利しょうりを与あたえられた。 14こうしてダビデはイスラエルの全ぜん地ちを治おさめ、そのすべての民たみに公道こうどうと正義せいぎを行おこなった。 15ゼルヤの子こヨアブは軍ぐんの長ちょう、アヒルデの子こヨシャパテは史官しかん、 16アヒトブの子こザドクとアビヤタルの子こアビメレクは祭司さいし、シャウシャは書記官しょきかん、 17エホヤダの子こベナヤはケレテびととペレテびとの長ちょう、ダビデの子こたちは王おうのかたわらにはべる大臣だいじんであった。
    

  


  


  
    第十九章


    
      1この後のちアンモンの人々ひとびとの王おうナハシが死しんで、その子こがこれに代かわって王おうとなった。 2そのときダビデは言いった、「わたしはナハシの子こハヌンに、彼かれの父ちちがわたしに恵めぐみを施ほどこしたように、恵めぐみを施ほどこそう」。そしてダビデは彼かれをその父ちちのゆえに慰なぐさめようとして使者ししゃをつかわした。ダビデのしもべたちはハヌンを慰なぐさめるためアンモンの人々ひとびとの地ちに来きたが、 3アンモンの人々ひとびとのつかさたちはハヌンに言いった、「ダビデが慰なぐさめる者ものをあなたのもとにつかわしたことによって、あなたは彼かれがあなたの父ちちを尊たっとぶのだと思おもわれますか。彼かれのしもべたちが来きたのは、この国くにをうかがい、探さぐって滅ほろぼすためではありませんか」。 4そこでハヌンはダビデのしもべたちを捕とらえて、そのひげをそり落おとし、その着物きものを中なかほどから断たち切きって腰こしの所ところまでにして彼かれらを帰かえしてやった。 5ある人々ひとびとが来きて、この人ひとたちのされたことをダビデに告つげたので、彼かれは人ひとをつかわして、彼かれらを迎むかえさせた。その人々ひとびとが非常ひじょうに恥はじたからである。そこで王おうは言いった、「ひげがのびるまでエリコにとどまって、その後のち帰かえりなさい」。
    


    
      6アンモンの人々ひとびとは自分じぶんたちがダビデに憎にくまれることをしたとわかったので、ハヌンおよびアンモンの人々ひとびとは銀ぎん千タラントを送おくってメソポタミヤとアラム・マアカ、およびゾバから戦車せんしゃと騎兵きへいを雇やとい入いれた。 7すなわち戦車せんしゃ三万二千およびマアカの王おうとその軍隊ぐんたいを雇やとい入いれたので、彼かれらは来きてメデバの前まえに陣じんを張はった。そこでアンモンの人々ひとびとは町々まちまちから寄より集あつまって、戦たたかいに出動しゅつどうした。 8ダビデはこれを聞きいてヨアブと勇士ゆうしの全ぜん軍ぐんをつかわしたので、 9アンモンの人々ひとびとは出でて来きて町まちの入口いりぐちに戦たたかいの備そなえをした。また助たすけに来きた王おうたちは別べつに野のにいた。
    


    
      10時ときにヨアブは戦たたかいが前後ぜんごから自分じぶんに向むかっているのを見みて、イスラエルのえり抜ぬきの兵士へいしのうちから選えらんで、これをスリヤびとに対たいして備そなえ、 11そのほかの民たみを自分じぶんの兄弟きょうだいアビシャイの手てにわたして、アンモンの人々ひとびとに対たいして備そなえさせ、 12そして言いった、「もしスリヤびとがわたしに手てごわいときは、わたしを助たすけてください。もしアンモンの人々ひとびとがあなたに手てごわいときは、あなたを助たすけましょう。 13勇いさましくしてください。われわれの民たみのためと、われわれの神かみの町々まちまちのために、勇いさましくしましょう。どうか、主しゅが良よいと思おもわれることをされるように」。 14こうしてヨアブが自分じぶんと一緒いっしょにいる民たみと共ともにスリヤびとに向むかって戦たたかおうとして近ちかづいたとき、スリヤびとは彼かれの前まえから逃にげた。 15アンモンの人々ひとびとはスリヤびとの逃にげるのを見みて、彼かれらもまたヨアブの兄弟きょうだいアビシャイの前まえから逃にげて町まちにはいった。そこでヨアブはエルサレムに帰かえった。
    


    
      16しかしスリヤびとは自分じぶんたちがイスラエルの前まえに打うち敗やぶられたのを見みて、使者ししゃをつかわし、ハダデゼルの軍ぐんの長ちょうショパクの率ひきいるユフラテ川かわの向むこう側がわにいるスリヤびとを引ひき出だした。 17この事ことがダビデに聞きこえたので、彼かれはイスラエルをことごとく集あつめ、ヨルダンを渡わたり、彼かれらの所ところに来きて、これに向むかって戦たたかいの備そなえをした。ダビデがこのようにスリヤびとに対たいして戦たたかいの備そなえをしたとき、彼かれはダビデと戦たたかった。 18しかしスリヤびとがイスラエルの前まえから逃にげたので、ダビデはスリヤびとの戦車せんしゃの兵へい七千、歩兵ほへい四万を殺ころし、また軍ぐんの長ちょうショパクをも殺ころした。 19ハダデゼルのしもべたちは味方みかたの者ものがイスラエルに打うち敗やぶられたのを見みて、ダビデと和わを講こうじ、彼かれに仕つかえた。スリヤびとは再ふたたびアンモンびとを助たすけることをしなかった。
    

  


  


  
    第二十章


    
      1春はるになって、王おうたちが戦たたかいに出でるに及およんで、ヨアブは軍勢ぐんぜいを率ひきいてアンモンびとの地ちを荒あらし、行いってラバを包囲ほういした。しかしダビデはエルサレムにとどまった。ヨアブはラバを撃うって、これを滅ほろぼした。 2そしてダビデは彼かれらの王おうの冠かんむりをその頭あたまから取とりはなした。その金きんの重おもさを量はかってみると一タラント、またその中なかに宝石ほうせきがあった。これをダビデの頭あたまに置おいた。ダビデはまたその町まちのぶんどり物ものを非常ひじょうに多おおく持もち出だした。 3また彼かれはそのうちの民たみを引ひき出だして、これをのこぎりと、鉄てつのつるはしと、おのを使つかう仕事しごとにつかせた。ダビデはアンモンびとのすべての町々まちまちにこのように行いった。そしてダビデと民たみとは皆みなエルサレムに帰かえった。
    


    
      4この後のちゲゼルでペリシテびとと戦たたかいが起たった。その時ときホシャびとシベカイが巨人きょじんの子孫しそんのひとりシパイを殺ころした。かれらはついに征服せいふくされた。 5ここにまたペリシテびとと戦たたかいがあったが、ヤイルの子こエルハナンはガテびとゴリアテの兄弟きょうだいラミを殺ころした。そのやりの柄えは機はたの巻棒まきぼうのようであった。 6またガテに戦たたかいがあったが、そこにひとりの背せの高たかい人ひとがいた。その手ての指ゆびと足あしの指ゆびは六本ぽんずつで、合あわせて二十四本ほんあった。彼かれもまた巨人きょじんから生うまれた者ものであった。 7彼かれはイスラエルをののしったので、ダビデの兄弟きょうだいシメアの子こヨナタンがこれを殺ころした。 8これらはガテで巨人きょじんから生うまれた者ものであったが、ダビデの手てとその家来けらいたちの手てに倒たおれた。
    

  


  


  
    第二十一章


    
      1時ときにサタンが起たってイスラエルに敵てきし、ダビデを動うごかしてイスラエルを数かぞえさせようとした。 2ダビデはヨアブと軍ぐんの将校しょうこうたちに言いった、「あなたがたは行いって、ベエルシバからダンまでのイスラエルを数かぞえ、その数かずを調しらべてわたしに知しらせなさい」。 3ヨアブは言いった、「それがどのくらいあっても、どうか主しゅがその民たみを百倍ばいに増まされるように。しかし王おうわが主しゅよ、彼かれらは皆みなあなたのしもべではありませんか。どうしてわが主しゅはこの事ことを求もとめられるのですか。どうしてイスラエルに罪つみを得えさせられるのですか」。 4しかし王おうの言葉ことばがヨアブに勝かったので、ヨアブは出でて行いって、イスラエルをあまねく行いき巡めぐり、エルサレムに帰かえって来きた。 5そしてヨアブは民たみの総数そうすうをダビデに告つげた。すなわちイスラエルにはつるぎを抜ぬく者ものが百十万人にん、ユダにはつるぎを抜ぬく者ものが四十七万人にんあった。 6しかしヨアブは王おうの命令めいれいを快こころよしとしなかったので、レビとベニヤミンとはその中なかに数かぞえなかった。
    


    
      7この事ことが神かみの目めに悪わるかったので、神かみはイスラエルを撃うたれた。 8そこでダビデは神かみに言いった、「わたしはこの事ことを行いって大おおいに罪つみを犯おかしました。しかし今いまどうか、しもべの罪つみを除のぞいてください。わたしは非常ひじょうに愚おろかなことをいたしました」。 9主しゅはダビデの先見者せんけんしゃガデに告つげて言いわれた、 10「行いってダビデに言いいなさい、『主しゅはこう仰おおせられる、わたしは三つの事ことを示しめす。あなたはその一つを選えらびなさい。わたしはそれをあなたに行おこなおう』と」。 11ガデはダビデのもとに来きて言いった、「主しゅはこう仰おおせられます、『あなたは選えらびなさい。 12すなわち三年ねんのききんか、あるいは三月がつの間あいだ、あなたのあだの前まえに敗やぶれて、敵てきのつるぎに追おいつかれるか、あるいは三日かの間あいだ、主しゅのつるぎすなわち疫病えきびょうがこの国くににあって、主しゅの使つかいがイスラエルの全ぜん領域りょういきにわたって滅ほろぼすことをするか』。いま、わたしがどういう答こたえをわたしをつかわしたものになすべきか決きめなさい」。 13ダビデはガデに言いった、「わたしは非常ひじょうに悩なやんでいるが、主しゅのあわれみは大おおきいゆえ、わたしを主しゅの手てに陥おちいらせてください。しかしわたしを人ひとの手てに陥おちいらせないでください」。
    


    
      14そこで主しゅはイスラエルに疫病えきびょうを下くだされたので、イスラエルびとのうち七万人にんが倒たおれた。 15神かみはまたみ使つかいをエルサレムにつかわして、これを滅ほろぼそうとされたが、み使つかいがまさに滅ほろぼそうとしたとき、主しゅは見みられて、この災わざわいを悔くい、その滅ほろぼすみ使つかいに言いわれた、「もうじゅうぶんだ。今いまあなたの手てをとどめよ」。そのとき主しゅの使つかいはエブスびとオルナンの打うち場ばのかたわらに立たっていた。 16ダビデが目めをあげて見みると、主しゅの使つかいが地ちと天てんの間あいだに立たって、手てに抜ぬいたつるぎをもち、エルサレムの上うえにさし伸のべていたので、ダビデと長老ちょうろうたちは荒布あらぬのを着きて、ひれ伏ふした。 17そしてダビデは神かみに言いった、「民たみを数かぞえよと命めいじたのはわたしではありませんか。罪つみを犯おかし、悪わるい事ことをしたのはわたしです。しかしこれらの羊ひつじは何なにをしましたか。わが神かみ、主しゅよ、どうぞあなたの手てをわたしと、わたしの父ちちの家いえにむけてください。しかし災わざわいをあなたの民たみに下くださないでください」。
    


    
      18時ときに主しゅの使つかいはガデに命めいじ、ダビデが上のぼって行いって、エブスびとオルナンの打うち場ばで主しゅのために一つの祭壇さいだんを築きずくように告つげさせた。 19そこでダビデはガデが主しゅの名なをもって告つげた言葉ことばに従したがって上のぼって行いった。 20そのときオルナンは麦むぎを打うっていたが、ふりかえってみ使つかいを見みたので、ともにいた彼かれの四人にんの子こは身みをかくした。 21ダビデがオルナンに近ちかづくと、オルナンは目めを上あげてダビデを見み、打うち場ばから出でて来きて地ちにひれ伏ふしてダビデを拝はいした。 22ダビデはオルナンに言いった、「この打うち場ばの所ところをわたしに与あたえなさい。わたしは災わざわいが民たみに下くだるのをとどめるため、そこに主しゅのために一つの祭壇さいだんを築きずきます。あなたは、そのじゅうぶんな価あたいをとってこれをわたしに与あたえなさい」。 23オルナンはダビデに言いった、「どうぞこれをお取とりなさい。そして王おうわが主しゅの良よしと見みられるところを行おこないなさい。わたしは牛うしを燔祭はんさいのために、打だ穀こっ機きをたきぎのために、麦むぎを素祭そさいのためにささげます。わたしは皆みなこれをささげます」。 24ダビデ王おうはオルナンに言いった、「いいえ、わたしはじゅうぶんな代価だいかを払はらってこれを買かいます。わたしは主しゅのためにあなたのものを取とることをしません。また、費ついえなしに燔祭はんさいをささげることをいたしません」。 25それでダビデはその所ところのために金きん六百シケルをはかって、オルナンに払はらった。 26こうしてダビデは主しゅのために、その所ところに一つの祭壇さいだんを築きずき、燔祭はんさいと酬恩祭しゅうおんさいをささげて、主しゅを呼よんだ。主しゅは燔祭はんさいの祭壇さいだんの上うえに天てんから火ひを下くだして答こたえられた。 27また主しゅがみ使つかいに命めいじられたので、彼かれはつるぎをさやにおさめた。
    


    
      28その時ときダビデは主しゅがエブスびとオルナンの打うち場ばで自分じぶんに答こたえられたのを見みたので、その所ところで犠牲ぎせいをささげた。 29モーセが荒野あらので造つくった主しゅの幕屋まくやと燔祭はんさいの祭壇さいだんとは、その時ときギベオンの高たかき所ところにあったからである。 30しかしダビデはその前まえへ行いって神かみに求もとめることができなかった。彼かれが主しゅの使つかいのつるぎを恐おそれたからである。
    

  


  


  
    第二十二章


    
      1それでダビデは言いった、「主しゅなる神かみの家いえはこれである、イスラエルのための燔祭はんさいの祭壇さいだんはこれである」と。
    


    
      2ダビデは命めいじてイスラエルの地ちにいる他国たこく人じんを集あつめさせ、また神かみの家いえを建たてるのに用もちいる石いしを切きるために石工いしくを定さだめた。 3ダビデはまた門もんのとびらのくぎ、およびかすがいに用もちいる鉄てつをおびただしく備そなえた。また青銅せいどうを量はかることもできないほどおびただしく備そなえた。 4また香柏こうはくを数かぞえきれぬほど備そなえた。これはシドンびととツロの人々ひとびとがおびただしく香柏こうはくをダビデの所ところに持もって来きたからである。 5ダビデは言いった、「わが子こソロモンは若わかく、かつ経験けいけんがない。また主しゅのために建たてる家いえはきわめて壮大そうだいで、万国ばんこくに名なを得え、栄さかえを得えるものでなければならない。それゆえ、わたしはその準備じゅんびをしておこう」と。こうしてダビデは死しぬ前まえに多おおくの物資ぶっしを準備じゅんびした。
    


    
      6そして彼かれはその子こソロモンを召めして、イスラエルの神かみ、主しゅのために家いえを建たてることを命めいじた。 7すなわちダビデはソロモンに言いった、「わが子こよ、わたしはわが神かみ、主しゅの名なのために家いえを建たてようと志こころざしていた。 8ところが主しゅの言葉ことばがわたしに臨のぞんで言いわれた、『おまえは多おおくの血ちを流ながし、大おおいなる戦争せんそうをした。おまえはわたしの前まえで多おおくの血ちを地ちに流ながしたから、わが名なのために家いえを建たててはならない。 9見みよ、男おとこの子こがおまえに生うまれる。彼かれは平和へいわの人ひとである。わたしは彼かれに平安へいあんを与あたえて、周囲しゅういのもろもろの敵てきに煩わずらわされないようにしよう。彼かれの名なはソロモンと呼よばれ、彼あの世よにわたしはイスラエルに平安へいあんと静穏せいおんとを与あたえる。 10彼かれはわが名なのために家いえを建たてるであろう。彼かれはわが子ことなり、わたしは彼かれの父ちちとなる。わたしは彼かれの王位おういをながくイスラエルの上うえに堅かたくするであろう』。 11それでわが子こよ、どうか主しゅがあなたと共ともにいまし、あなたを栄さかえさせて、主しゅがあなたについて言いわれたように、あなたの神かみ、主しゅの家いえを建たてさせてくださるように。 12ただ、どうか主しゅがあなたに分別ふんべつと知恵ちえを賜たまい、あなたをイスラエルの上うえに立たたせられるとき、あなたの神かみ、主しゅの律法りっぽうを、あなたに守まもらせてくださるように。 13あなたがもし、主しゅがイスラエルについてモーセに命めいじられた定さだめとおきてとを慎つつしんで守まもるならば、あなたは栄さかえるであろう。心こころを強つよくし、勇いさめ。恐おそれてはならない、おののいてはならない。 14見みよ、わたしは苦難くなんのうちにあって主しゅの家いえのために金きん十万タラント、銀ぎん百万タラントを備そなえ、また青銅せいどうと鉄てつを量はかることもできないほどおびただしく備そなえた。また材木ざいもくと石いしをも備そなえた。あなたはまたこれに加くわえなければならない。 15あなたにはまた多数たすうの職人しょくにん、すなわち石いしや木きを切きり刻きざむ者もの、工作こうさくに巧たくみな各種かくしゅの者ものがある。 16金きん、銀ぎん、青銅せいどう、鉄てつもおびただしくある。たって行おこないなさい。どうか主しゅがあなたと共ともにおられるように」。
    


    
      17ダビデはまたイスラエルのすべてのつかさたちにその子こソロモンを助たすけるように命めいじて言いった、 18「あなたがたの神かみ、主しゅはあなたがたとともにおられるではないか。四方しほうに泰平たいへいを賜たまわったではないか。主しゅはこの地ちの民たみをわたしの手てにわたされたので、この地ちは主しゅの前まえとその民たみの前まえに服ふくしている。 19それであなたがたは心こころをつくし、精神せいしんをつくしてあなたがたの神かみ、主しゅを求もとめなさい。たって主しゅなる神かみの聖所せいじょを建たて、主しゅの名なのために建たてるその家いえに、主しゅの契約けいやくの箱はこと神かみの聖せいなるもろもろの器うつわを携たずさえ入いれなさい」。
    

  


  


  
    第二十三章


    
      1ダビデは老おい、その日ひが満みちたので、その子こソロモンをイスラエルの王おうとした。
    


    
      2ダビデはイスラエルのすべてのつかさおよび祭司さいしとレビびとを集あつめた。 3レビびとの三十歳さい以上いじょうのものを数かぞえると、その男おとこの数かずが三万八千人にんあった。 4ダビデは言いった、「そのうち二万四千人にんは主しゅの家いえの仕事しごとをつかさどり、六千人にんはつかさびと、およびさばきびととなり、 5四千人にんは門もんを守まもる者ものとなり、また四千人にんはさんびのためにわたしの造つくった楽器がっきで主しゅをたたえよ」。 6そしてダビデは彼かれらをレビの子こらにしたがってゲルション、コハテ、メラリの組くみに分わけた。
    


    
      7ゲルションの子こらはラダンとシメイ。 8ラダンの子こらは、かしらのエヒエルとゼタムとヨエルの三人にん。 9シメイの子こらはシロミテ、ハジエル、ハランの三人にん。これらはラダンの氏族しぞくの長ちょうであった。 10シメイの子こらはヤハテ、ジナ、エウシ、ベリアの四人にん。皆みなシメイの子こで、 11ヤハテはかしら、ジザはその次つぎ、エウシとベリアは子こが多おおくなかったので、ともに数かぞえられて一つの氏族しぞくとなった。
    


    
      12コハテの子こらはアムラム、イヅハル、ヘブロン、ウジエルの四人にん。 13アムラムの子こらはアロンとモーセである。アロンはその子こらとともに、ながくいと聖せいなるものを聖別せいべつするために分わかたれて、主しゅの前まえに香こうをたき、主しゅに仕つかえ、常つねに主しゅの名なをもって祝福しゅくふくすることをなした。 14神かみの人ひとモーセの子こらはレビの部族ぶぞくのうちに数かぞえられた。 15モーセの子こらはゲルションとエリエゼル。 16ゲルションの子こらは、かしらはシブエル。 17エリエゼルの子こらは、かしらはレハビヤ。エリエゼルにはこのほかに子こがなかった。しかしレハビヤの子こらは非常ひじょうに多おおかった。 18イヅハルの子こらは、かしらはシロミテ。 19ヘブロンの子こらは長子ちょうしはエリヤ、次つぎはアマリヤ、第だい三はヤハジエル、第だい四はエカメアム。 20ウジエルの子こらは、かしらはミカ、次つぎはイシアである。
    


    
      21メラリの子こらはマヘリとムシ。マヘリの子こらはエレアザルとキシ。 22エレアザルは男おとこの子こがなくて死しに、ただ娘むすめたちだけであったが、キシの子こであるその身内みうちの男おとこたちが彼女かのじょたちをめとった。 23ムシの子こらはマヘリ、エデル、エレモテの三人にんである。
    


    
      24これらはその氏族しぞくによるレビの子孫しそんであって、その人数にんずうが数かぞえられ、その名ながしるされて、主しゅの家いえの務つとめをなした二十歳さい以上いじょうの者もので、氏族しぞくの長ちょうであった。 25ダビデは言いった、「イスラエルの神かみ、主しゅはその民たみに平安へいあんを与あたえ、ながくエルサレムに住すまわれる。 26レビびとは重かさねて幕屋まくやおよびその勤つとめの器物うつわものをかつぐことはない。 27——ダビデの最後さいごの言葉ことばによって、レビびとは二十歳さい以上いじょうの者ものが数かぞえられた—— 28彼かれらの務つとめはアロンの子孫しそんを助たすけて主しゅの家いえの働はたらきをし、庭にわとへやの仕事しごとおよびすべての聖せいなるものを清きよめること、そのほか、すべて神かみの家いえの働はたらきをすることである。 29また供そなえのパン、素祭そさいの麦粉むぎこ、種たね入いれぬ菓子かし、焼やいた供そなえ物もの、油あぶらをまぜた供そなえ物ものをつかさどり、またすべて分量ぶんりょうおよび大おおきさを量はかることをつかさどり、 30また朝あさごとに立たって主しゅに感謝かんしゃし、さんびし、夕ゆうにもまたそのようにし、 31また安息日あんそくにちと新月しんげつと祭日さいじつに、主しゅにもろもろの燔祭はんさいをささげるときは、絶たえず主しゅの前まえにその命めいじられた数かずにしたがってささげなければならない。 32このようにして彼かれらは会見かいけんの幕屋まくやと聖所せいじょの務つとめを守まもり、主しゅの家いえの働はたらきのためにその兄弟きょうだいであるアロンの子こらに仕つかえなければならない」。
    

  


  


  
    第二十四章


    
      1アロンの子孫しそんの組くみは次つぎのとおりである。すなわちアロンの子こらはナダブ、アビウ、エレアザル、イタマル。 2ナダブとアビウはその父ちちに先さきだって死しに、子こがなかったので、エレアザルとイタマルが祭司さいしとなった。 3ダビデはエレアザルの子孫しそんザドクとイタマルの子孫しそんアヒメレクの助たすけによって彼かれらを分わけて、それぞれの勤つとめにつけた。 4エレアザルの子孫しそんのうちにはイタマルの子孫しそんのうちよりも長ちょうたる人々ひとびとが多おおかった。それでエレアザルの子孫しそんで氏族しぞくの長ちょうである十六人にんと、イタマルの子孫しそんで氏族しぞくの長ちょうである者もの八人にんにこれを分わけた。 5このように彼かれらは皆みなひとしく、くじによって分わけられた。聖所せいじょのつかさ、および神かみのつかさは、ともにエレアザルの子孫しそんとイタマルの子孫しそんから出でたからである。 6レビびとネタネルの子こである書記しょきシマヤは、王おうとつかさたちと祭司さいしザドクとアビヤタルの子こアヒメレクと祭司さいしおよびレビびとの氏族しぞくの長ちょうたちの前まえで、これを書かきしるした。すなわちエレアザルのために氏族しぞく一つを取とれば、イタマルのためにも一つを取とった。
    


    
      7第だい一のくじはヨアリブに当あたり、第だい二はエダヤに当あたり、 8第だい三はハリムに、第だい四はセオリムに、 9第だい五はマルキヤに、第だい六はミヤミンに、 10第だい七はハッコヅに、第だい八はアビヤに、 11第だい九はエシュアに、第だい十はシカニヤに、 12第だい十一はエリアシブに、第だい十二はヤキムに、 13第だい十三はホッパに、第だい十四はエシバブに、 14第だい十五はビルガに、第だい十六はインメルに、 15第だい十七はヘジルに、第だい十八はハピセツに、 16第だい十九はペタヒヤに、第だい二十はエゼキエルに、 17第だい二十一はヤキンに、第だい二十二はガムルに、 18第だい二十三はデラヤに、第だい二十四はマアジヤに当あたった。 19これは、彼かれらの先祖せんぞアロンによって設もうけられた定さだめにしたがい、主しゅの家いえにはいって務つとめをなす順序じゅんじょであって、イスラエルの神かみ、主しゅの彼かれに命めいじられたとおりである。
    


    
      20このほかのレビの子孫しそんは次つぎのとおりである。すなわちアムラムの子こらのうちではシュバエル。シュバエルの子こらのうちではエデヤ。 21レハビヤについては、レハビヤの子こらのうちでは長子ちょうしイシア。 22イヅハリびとのうちではシロミテ。シロミテの子こらのうちではヤハテ。 23ヘブロンの子こらは長子ちょうしはエリヤ、次つぎはアマリヤ、第だい三はヤハジエル、第だい四はエカメアム。 24ウジエルの子こらのうちではミカ。ミカの子こらのうちではシャミル。 25ミカの兄弟きょうだいはイシア。イシアの子こらのうちではゼカリヤ。 26メラリの子こらはマヘリとムシ。ヤジアの子こらはベノ。 27メラリの子孫しそんのヤジアから出でた者ものはベノ、ショハム、ザックル、イブリ。 28マヘリからエレアザルが出でた。彼かれには子こがなかった。 29キシについては、キシの子こはエラメル。 30ムシの子こらはマヘリ、エデル、エリモテ。これらはレビびとの子孫しそんで、その氏族しぞくによっていった者ものである。 31これらの者ものもまた氏族しぞくの兄あにもその弟おとうとも同様どうように、ダビデ王おうと、ザドクと、アヒメレクと、祭司さいしおよびレビびとの氏族しぞくの長ちょうたちの前まえで、アロンの子孫しそんであるその兄弟きょうだいたちのようにくじを引ひいた。
    

  


  


  
    第二十五章


    
      1ダビデと軍ぐんの長ちょうたちはまたアサフ、ヘマンおよびエドトンの子こらを勤つとめのために分わかち、琴ことと、立琴たてごとと、シンバルをもって預言よげんする者ものにした。その勤つとめをなした人々ひとびとの数かずは次つぎのとおりである。 2アサフの子こたちはザックル、ヨセフ、ネタニヤ、アサレラであって、アサフの指揮しきのもとに王おうの命いのちによって預言よげんした者ものである。 3エドトンについては、エドトンの子こたちはゲダリヤ、ゼリ、エサヤ、ハシャビヤ、マッタテヤの六人にんで、琴ことをもって主しゅに感謝かんしゃし、かつほめたたえて預言よげんしたその父ちちエドトンの指揮しきの下したにあった。 4ヘマンについては、ヘマンの子こたちはブッキヤ、マッタニヤ、ウジエル、シブエル、エレモテ、ハナニヤ、ハナニ、エリアタ、ギダルテ、ロマムテ・エゼル、ヨシベカシャ、マロテ、ホテル、マハジオテである。 5これらは皆みな、神かみがご自身じしんの約束やくそくにしたがって高たかくされた王おうの先見者せんけんしゃヘマンの子こたちであった。神かみはヘマンに男おとこの子こ十四人にん、女おんなの子こ三人にんを与あたえられた。 6これらの者ものは皆みなその父ちちの指揮しきの下したにあって、主しゅの宮みやで歌うたをうたい、シンバルと立琴たてごとと琴ことをもって神かみの宮みやの務つとめをした。アサフ、エドトンおよびヘマンは王おうの命いのちの下したにあった。 7彼かれらおよび主しゅに歌うたをうたうことのために訓練くんれんされ、すべて熟練じゅくれんした兄弟きょうだいたちの数かずは二百八十八人にんであった。 8彼かれらは小しょうなる者ものも、大だいなる者ものも、教師きょうしも生徒せいとも皆みなひとしくその務つとめのためにくじを引ひいた。
    


    
      9第だい一のくじはアサフのためにヨセフに当あたり、第だい二はゲダリヤに当あたった。彼かれとその兄弟きょうだいたちおよびその子こたち、合あわせて十二人にん。 10第だい三はザックルに当あたった。その子こたちおよびその兄弟きょうだいたち、合あわせて十二人にん。 11第だい四はイヅリに当あたった。その子こたちおよびその兄弟きょうだいたち、合あわせて十二人にん。 12第だい五はネタニヤに当あたった。その子こたちおよびその兄弟きょうだいたち、合あわせて十二人にん。 13第だい六はブッキヤに当あたった。その子こたちおよびその兄弟きょうだいたち、合あわせて十二人にん。 14第だい七はアサレラに当あたった。その子こたちおよびその兄弟きょうだいたち、合あわせて十二人にん。 15第だい八はエサヤに当あたった。その子こたちおよびその兄弟きょうだいたち、合あわせて十二人にん。 16第だい九はマッタニヤに当あたった。その子こたちおよびその兄弟きょうだいたち、合あわせて十二人にん。 17第だい十はシメイに当あたった。その子こたちおよびその兄弟きょうだいたち、合あわせて十二人にん。 18第だい十一はアザリエルに当あたった。その子こたちおよびその兄弟きょうだいたち、合あわせて十二人にん。 19第だい十二はハシャビヤに当あたった。その子こたちおよびその兄弟きょうだいたち、合あわせて十二人にん。 20第だい十三はシュバエルに当あたった。その子こたちおよびその兄弟きょうだいたち、合あわせて十二人にん。 21第だい十四はマッタテヤに当あたった。その子こたちおよびその兄弟きょうだいたち、合あわせて十二人にん。 22第だい十五はエレモテに当あたった。その子こたちおよびその兄弟きょうだいたち、合あわせて十二人にん。 23第だい十六はハナニヤに当あたった。その子こたちおよびその兄弟きょうだいたち、合あわせて十二人にん。 24第だい十七はヨシベカシャに当あたった。その子こたちおよびその兄弟きょうだいたち、合あわせて十二人にん。 25第だい十八はハナニに当あたった。その子こたちおよびその兄弟きょうだいたち、合あわせて十二人にん。 26第だい十九はマロテに当あたった。その子こたちおよびその兄弟きょうだいたち、合あわせて十二人にん。 27第だい二十はエリアタに当あたった。その子こたちおよびその兄弟きょうだいたち、合あわせて十二人にん。 28第だい二十一はホテルに当あたった。その子こたちおよびその兄弟きょうだいたち、合あわせて十二人にん。 29第だい二十二はギダルテに当あたった。その子こたちおよびその兄弟きょうだいたち、合あわせて十二人にん。 30第だい二十三はマハジオテに当あたった。その子こたちおよびその兄弟きょうだいたち、合あわせて十二人にん。 31第だい二十四はロマムテ・エゼルに当あたった。その子こたちおよびその兄弟きょうだいたち、合あわせて十二人にんであった。
    

  


  


  
    第二十六章


    
      1門もんを守まもる者ものの組くみは次つぎのとおりである。すなわちコラびとのうちでは、アサフの子孫しそんのうちのコレの子こメシレミヤ。 2メシレミヤの子こたちは、長子ちょうしはゼカリヤ、次つぎはエデアエル、第だい三はゼバデヤ、第だい四はヤテニエル、 3第だい五はエラム、第だい六はヨハナン、第だい七はエリヨエナイである。 4オベデ・エドムの子こたちは、長子ちょうしはシマヤ、次つぎはヨザバデ、第だい三はヨア、第だい四はサカル、第だい五はネタネル、 5第だい六はアンミエル、第だい七はイッサカル、第だい八はピウレタイである。神かみが彼かれを祝福しゅくふくされたからである。 6彼かれの子こシマヤにも数人すうにんの子こが生うまれ、有能ゆうのうな人々ひとびとであったので、その父ちちの家いえを治おさめる者ものとなった。 7すなわちシマヤの子こたちはオテニ、レパエル、オベデ、エルザバデで、エルザバデの兄弟きょうだいエリウとセマキヤは力ちからある人々ひとびとであった。 8これらは皆みなオベデ・エドムの子孫しそんである。彼かれらはその子こたちおよびその兄弟きょうだいたちと共ともにその勤つとめに適てきした力ちからある人々ひとびとで、合あわせて六十二人にん、みなオベデ・エドムに属ぞくする者ものである。 9メシレミヤにも子こたちと兄弟きょうだいたち合あわせて十八人にんあって、皆みな力ちからある人々ひとびとであった。 10メラリの子孫しそんホサにも子こたちがあった。そのかしらはシムリ、これは長子ちょうしではなかったが、父ちちはこれをかしらにしたのであった。 11次つぎはヒルキヤ、第だい三はテバリヤ、第だい四はゼカリヤである。ホサの子こたちと兄弟きょうだいたちは合あわせて十三人にんである。
    


    
      12これらは門もんを守まもる者ものの組くみの長ちょうたる人々ひとびとであって、その兄弟きょうだいたちと同様どうように務つとめをなして、主しゅの宮みやに仕つかえた。 13彼かれらはそれぞれ門もんのために小しょうなる者ものも、大だいなる者ものも等ひとしく、その氏族しぞくにしたがってくじを引ひいた。 14東ひがしの門もんのくじはシレミヤに当あたった。また彼かれの子こで思慮しりょ深ふかい議ぎ士しゼカリヤのためにくじを引ひいたが、北きたの門もんのくじがこれに当あたった。 15オベデ・エドムには南みなみの門もんのくじ、その子こたちには倉くらのくじ、 16シュパムとホサには西にしの門もんのくじが当あたった。これは坂さかの大路おおじにあるシャレケテの門もんのかたわらにあった。守まもる者ものと守まもる者ものとが相対あいたいしていた。 17東ひがしの方ほうには毎日まいにち六人にん、北きたの方ほうには毎日まいにち四人にん、南みなみの方ほうには毎日まいにち四人にん、倉くらには二人にんと二人にん、 18西にしの方ほうパルバルには大路おおじに四人にん、パルバルに二人にん。 19門もんを守まもる者ものの組くみは以上いじょうのとおりで、コラの子孫しそんとメラリの子孫しそんであった。
    


    
      20レビびとのうちアヒヤは神かみの宮みやの倉くらおよび聖せいなる物ものの倉くらをつかさどった。 21ラダンの子孫しそんすなわちラダンから出でたゲルションびとの子孫しそんで、ゲルションびとの氏族しぞくの長ちょうはエヒエリである。
    


    
      22エヒエリ、ゼタムおよびその兄弟きょうだいヨエルの子こたちは主しゅの宮みやの倉くらをつかさどった。 23アムラムびと、イヅハルびと、ヘブロンびと、ウジエルびとのうちでは次つぎのとおりであった。 24すなわちモーセの子こゲルショムの子こシブエルは倉くらのつかさであった。 25その兄弟きょうだいでエリエゼルから出でた者ものは、その子こはレハビヤ、その子こはエサヤ、その子こはヨラム、その子こはジクリ、その子こはシロミテである。 26このシロミテとその兄弟きょうだいたちはすべての聖せいなる物ものの倉くらをつかさどった。これはダビデ王おうと、氏族しぞくの長ちょうと、千人にんの長ちょうと、百人にんの長ちょうと、軍ぐんの長ちょうたちのささげたものである。 27すなわち彼かれらが戦たたかいで獲えたぶんどり物もののうちから主しゅの宮みやの修繕しゅうぜんのためにささげたものである。 28またすべて先見者せんけんしゃサムエル、キシの子こサウル、ネルの子こアブネル、ゼルヤの子こヨアブなどがささげた物もの。すべてこれらのささげ物ものはシロミテとその兄弟きょうだいたちが管理かんりした。
    


    
      29イヅハルびとのうちでは、ケナニヤとその子こたちが、つかさおよびさばきびととしてイスラエルの外事がいじのために選えらばれた。 30ヘブロンびとのうちでは、ハシャビヤおよびその兄弟きょうだいなど勇士ゆうし千七百人にんがあって、ヨルダンのこなた、すなわち西にしの方ほうでイスラエルの監督かんとくとなり、主しゅのすべての事ことを行おこない、王おうに奉仕ほうしした。 31ヘブロンびとのうちでは、系図けいずと氏族しぞくによってエリヤがヘブロンびとの長ちょうであったが、ダビデの治世ちせいの第だい四十年ねんに彼かれらを尋たずね求もとめ、ギレアデのヤゼルで彼かれらのうちから大だい勇士ゆうしを得えた。 32ダビデ王おうは彼かれとその兄弟きょうだいなど氏族しぞくの長ちょうたち二千七百人にんの勇士ゆうしをルベンびと、ガドびと、マナセびとの半はん部族ぶぞくの監督かんとくとなし、すべて神かみにつける事ことと王おうの事こととをつかさどらせた。
    

  


  


  
    第二十七章


    
      1イスラエルの子孫しそんのうちで氏族しぞくの長ちょう、千せん人にんの長ちょう、百人にんの長ちょう、およびつかさたちは年ねんのすべての月つきの間あいだ、月つきごとに交替こうたいして組くみのすべての事ことをなして王おうに仕つかえたが、その数かずにしたがえば各組かくくみ二万四千人にんあった。 2まず第だい一の組くみすなわち正月しょうがつの分ぶんはザブデエルの子こヤショベアムがこれを率ひきいた。その組くみには二万四千人にんあった。 3彼かれはペレヅの子孫しそんで、正月しょうがつの軍団ぐんだんのすべての将しょうたちのかしらであった。 4二月がつの組くみはアホアびとドダイがこれを率ひきいた。その組くみには二万四千人にんあった。 5三月がつの第だい三の将しょうは祭司さいしエホヤダの子こベナヤが長ちょうであって、その組くみには二万四千人にんあった。 6このベナヤはかの三十人にんのうちの勇士ゆうしであって三十人にんを率ひきい、その子こアミザバデがその組くみにあった。 7四月がつの第だい四の将しょうはヨアブの兄弟きょうだいアサヘルであって、その子こゼバデヤがこれに次ついだ。その組くみには二万四千人にんあった。 8五月がつの第だい五の将しょうはイズラヒびとシャンモテであって、その組くみには二万四千人にんあった。 9六月がつの第だい六の将しょうはテコアびとイッケシの子こイラであって、その組くみには二万四千人にんあった。 10七月がつの第だい七の将しょうはエフライムの子孫しそんであるペロンびとヘレヅであって、その組くみには二万四千人にんあった。 11八月がつの第だい八の将しょうはゼラびとの子孫しそんであるホシャびとシベカイであって、その組くみには二万四千人にんあった。 12九月がつの第だい九の将しょうはベニヤミンの子孫しそんであるアナトテびとアビエゼルであって、その組くみには二万四千人にんあった。 13十月がつの第だい十の将しょうはゼラびとの子孫しそんであるネトパびとマハライであって、その組くみには二万四千人にんあった。 14十一月がつの第だい十一の将しょうはエフライムの子孫しそんであるピラトンびとベナヤであって、その組くみには二万四千人にんあった。 15十二月がつの第だい十二の将しょうはオテニエルの子孫しそんであるネトパびとヘルダイであって、その組くみには二万四千人にんあった。
    


    
      16なおイスラエルの部族ぶぞくを治おさめる者ものたちは次つぎのとおりである。ルベンびとのつかさはヂクリの子こエリエゼル。シメオンびとのつかさはマアカの子こシパテヤ。 17レビびとのつかさはケムエルの子こハシャビヤ。アロンびとのつかさはザドク。 18ユダのつかさはダビデの兄弟きょうだいのひとりエリウ。イッサカルのつかさはミカエルの子こオムリ。 19ゼブルンのつかさはオバデヤの子こイシマヤ。ナフタリのつかさはアズリエルの子こエレモテ。 20エフライムの子孫しそんのつかさはアザジヤの子こホセア。マナセの半はん部族ぶぞくのつかさはペダヤの子こヨエル。 21ギレアデにあるマナセの半はん部族ぶぞくのつかさはゼカリヤの子こイド。ベニヤミンのつかさはアブネルの子こヤシエル。 22ダンのつかさはエロハムの子こアザリエル。これらはイスラエルの部族ぶぞくのつかさたちであった。 23しかしダビデは二十歳さい以下いかの者ものは数かぞえなかった。主しゅがかつてイスラエルを天てんの星ほしのように多おおくすると言いわれたからである。 24ゼルヤの子こヨアブは数かぞえ始はじめたが、これをなし終おえなかった。その数かぞえることによって怒いかりがイスラエルの上うえに臨のぞんだ。またその数かずはダビデ王おうの歴代志れきだいしに載のせなかった。
    


    
      25アデエルの子こアズマウテは王おうの倉くらをつかさどり、ウジヤの子こヨナタンは田野でんや、町々まちまち、村々むらむら、もろもろの塔とうにある倉くらをつかさどり、 26ケルブの子こエズリは地ちを耕たがやす農夫のうふをつかさどり、 27ラマテびとシメイはぶどう畑はたけをつかさどり、シプミびとザブデはぶどう畑はたけから取とったぶどう酒しゅの倉くらをつかさどり、 28ゲデルびとバアル・ハナンは平野へいやのオリブの木きといちじく桑くわの木きをつかさどり、ヨアシは油あぶらの倉くらをつかさどり、 29シャロンびとシテライはシャロンで飼かう牛うしの群むれをつかさどり、アデライの子こシャパテはもろもろの谷たににおる牛うしの群むれをつかさどり、 30イシマエルびとオビルはらくだをつかさどり、メロノテびとエデヤはろばをつかさどり、 31ハガルびとヤジズは羊ひつじの群むれをつかさどった。彼かれらは皆みなダビデ王おうの財産ざいさんのつかさであった。
    


    
      32またダビデのおじヨナタンは議ぎ官かんで、知恵ちえある人ひとであり、学者がくしゃであった。また彼かれとハクモニの子こエヒエルは王おうの子こたちの補佐ほさであった。 33アヒトペルは王おうの議ぎ官かん。アルキびとホシャイは王おうの友ともであった。 34アヒトペルに次つぐ者ものはベナヤの子こエホヤダおよびアビヤタル。王おうの軍ぐんの長ちょうはヨアブであった。
    

  


  


  
    第二十八章


    
      1ダビデはイスラエルのすべての長官ちょうかん、すなわち部族ぶぞくの長ちょう、王おうに仕つかえた組くみの長ちょう、千人にんの長ちょう、百人にんの長ちょう、王おうとその子こたちのすべての財産ざいさんおよび家畜かちくのつかさ、宦官かんがん、有力ゆうりょく者しゃ、勇士ゆうしなどをことごとくエルサレムに召めし集あつめた。 2そしてダビデ王おうはその足あしで立たち上あがって言いった、「わが兄弟きょうだいたち、わが民たみよ、わたしに聞ききなさい。わたしは主しゅの契約けいやくの箱はこのため、われわれの神かみの足あし台だいのために安住あんじゅうの家いえを建たてようとの志こころざしをもち、すでにこれを建たてる準備じゅんびをした。 3しかし神かみはわたしに言いわれた、『おまえはわが名なのために家いえを建たててはならない。おまえは軍人ぐんじんであって、多おおくの血ちを流ながしたからである』と。 4それにもかかわらず、イスラエルの神かみ、主しゅはわたしの父ちちの全家ぜんかのうちからわたしを選えらんで長ながくイスラエルの王おうとせられた。すなわちユダを選えらんでかしらとし、ユダの家いえのうちで、わたしの父ちちの家いえを選えらび、わたしの父ちちの子こらのうちで、わたしを喜よろこび、全ぜんイスラエルの王おうとせられた。 5そして主しゅはわたしに多おおくの子こを賜たまわり、そのすべての子こらのうちからわが子こソロモンを選えらび、これを主しゅの国くにの位くらいにすわらせて、イスラエルを治おさめさせようとせられた。 6主しゅはまたわたしに言いわれた、『おまえの子こソロモンがわが家やおよびわが庭にわを造つくるであろう。わたしは彼かれを選えらんでわが子ことなしたからである。わたしは彼かれの父ちちとなる。 7彼かれがもし今日こんにちのように、わが戒いましめとわがおきてを固かたく守まもって行おこなうならば、わたしはその国くにをいつまでも堅かたくするであろう』と。 8それゆえいま、主しゅの会衆かいしゅうなる全ぜんイスラエルの目めの前まえおよびわれわれの神かみの聞きかれる所ところであなたがたに勧すすめる。あなたがたはその神かみ、主しゅのすべての戒いましめを守まもり、これを求もとめなさい。そうすればあなたがたはこの良よき地ちを所有しょゆうし、これをあなたがたの後のちの子孫しそんに長ながく嗣し業ぎょうとして伝つたえることができる。
    


    
      9わが子こソロモンよ、あなたの父ちちの神かみを知しり、全まったき心こころをもって喜よろこび勇いさんで彼かれに仕つかえなさい。主しゅはすべての心こころを探さぐり、すべての思おもいを悟さとられるからである。あなたがもし彼かれを求もとめるならば会あうことができる。しかしあなたがもしかれを捨すてるならば彼かれは長ながくあなたを捨すてられるであろう。 10それであなたは慎つつしみなさい。主しゅはあなたを選えらんで聖所せいじょとすべき家いえを建たてさせようとされるのだから心こころを強つよくしてこれを行おこないなさい」。
    


    
      11こうしてダビデは神殿しんでんの廊ろうおよびその家いえ、その倉くら、その上うえの室しつ、その内うちの室しつ、贖罪所しょくざいしょの室しつなどの計画けいかくをその子こソロモンに授さづけ、 12またその心こころにあったすべてのもの、すなわち主しゅの宮みやの庭にわ、周囲しゅういのすべての室しつ、神かみの家いえの倉くら、ささげ物ものの倉くらなどの計画けいかくを授さづけ、 13また祭司さいしおよびレビびとの組くみと、主しゅの宮みやのもろもろの務つとめの仕事しごとと、主しゅの宮みやのもろもろの勤つとめの器物うつわものについて授さづけ、 14またもろもろの勤つとめに用もちいるすべての金きんの器うつわを造つくる金きんの目方めかた、およびもろもろの勤つとめに用もちいる銀ぎんの器うつわの目方めかたを定さだめた。 15すなわち金きんの燭台しょくだいと、そのともしび皿さらの目方めかた、おのおのの燭台しょくだいと、そのともしび皿さらの金きんの目方めかたを定さだめ、また銀ぎんの燭台しょくだいについてもおのおのの燭台しょくだいの用法ようほうにしたがって燭台しょくだいと、そのともしび皿さらの銀ぎんの目方めかたを定さだめた。 16また供そなえのパンの机つくえについては、そのおのおのの机つくえのために金きんの目方めかたを定さだめ、また銀ぎんの机つくえのためにも銀ぎんを定さだめ、 17また肉にくさし、鉢はち、かめに用もちいる純金じゅんきんの目方めかたを定さだめ、金きんの大杯たいはいについてもおのおのの目方めかたを定さだめ、銀ぎんの大杯たいはいについてもおのおのの目方めかたを定さだめ、 18また香こうの祭壇さいだんのために精せい金きんの目方めかたを定さだめ、また翼つばさを伸のべて主しゅの契約けいやくの箱はこをおおっているケルビムの金きんの車くるまのひな型がたの金きんを定さだめた。 19ダビデはすべての工作こうさくが計画けいかくにしたがってなされるため、これについて主しゅの手てによって書かかれたものにより、これをことごとく明あきらかにした。
    


    
      20ダビデはその子こソロモンに言いった、「あなたは心こころを強つよくし、勇いさんでこれを行おこないなさい。恐おそれてはならない。おののいてはならない。主しゅなる神かみ、わたしの神かみがあなたとともにおられるからである。主しゅはあなたを離はなれず、あなたを捨すてず、ついに主しゅの宮みやの務つとめのすべての工事こうじをなし終おえさせられるでしょう。 21見みよ、神かみの宮みやのすべての務つとめのためには祭司さいしとレビびとの組くみがある。またもろもろの勤つとめのためにすべての仕事しごとを喜よろこんでする巧たくみな者ものが皆みなあなたと共ともにある。またつかさたちおよびすべての民たみもあなたの命めいじるところをことごとく行おこなうでしょう」。
    

  


  


  
    第二十九章


    
      1ダビデ王おうはまた全ぜん会衆かいしゅうに言いった、「わが子こソロモンは神かみがただひとりを選えらばれた者ものであるが、まだ若わかくて経験けいけんがなく、この事業じぎょうは大おおきい。この宮みやは人ひとのためではなく、主しゅなる神かみのためだからである。 2そこでわたしは力ちからをつくして神かみの宮みやのために備そなえた。すなわち金きんの物ものを造つくるために金きん、銀ぎんの物もののために銀ぎん、青銅せいどうの物もののために青銅せいどう、鉄てつの物もののために鉄てつ、木きの物もののために木きを備そなえた。その他た縞しまめのう、はめ石いし、アンチモニイ、色いろのついた石いし、さまざまの宝石ほうせき、大理石だいりせきなどおびただしい。 3なおわたしはわが神かみの宮みやに熱心ねっしんなるがゆえに、聖せいなる家いえのために備そなえたすべての物ものに加くわえて、わたしの持もっている金銀きんぎんの財宝ざいほうをわが神かみの宮みやにささげる。 4すなわちオフルの金きん三千タラント、精せい銀ぎん七千タラントをそのもろもろの建物たてものの壁かべをおおうためにささげる。 5金きんは金きんの物もののために、銀ぎんは銀ぎんの物もののために、すべて工人こうじんによって造つくられるもののために用もちいる。だれかきょう、主しゅにその身みをささげる者もののように喜よろこんでささげ物ものをするだろうか」。
    


    
      6そこで氏族しぞくの長ちょうたち、イスラエルの部族ぶぞくのつかさたち、千人にんの長ちょう、百人にんの長ちょうおよび王おうの工事こうじをつかさどる者ものたちは喜よろこんでささげ物ものをした。 7こうして彼かれらは神かみの宮みやの務つとめのために金きん五千タラント一万ダリク、銀ぎん一万タラント、青銅せいどう一万八千タラント、鉄てつ十万タラントをささげた。 8宝石ほうせきを持もっている者ものはそれをゲルションびとエヒエルの手てによって神かみの宮みやの倉くらに納おさめた。 9彼かれらがこのように真心こころからみずから進すすんで主しゅにささげたので、民たみはそのみずから進すすんでささげたのを喜よろこんだ。ダビデ王おうもまた大おおいに喜よろこんだ。
    


    
      10そこでダビデは全ぜん会衆かいしゅうの前まえで主しゅをほめたたえた。ダビデは言いった、「われわれの先祖せんぞイスラエルの神かみ、主しゅよ、あなたはとこしえにほむべきかたです。 11主しゅよ、大おおいなることと、力ちからと、栄光えいこうと、勝利しょうりと、威光いこうとはあなたのものです。天てんにあるもの、地ちにあるものも皆みなあなたのものです。主しゅよ、国くにもまたあなたのものです。あなたは万有ばんゆうのかしらとして、あがめられます。 12富とみと誉ほまれとはあなたから出でます。あなたは万有ばんゆうをつかさどられます。あなたの手てには勢いきおいと力ちからがあります。あなたの手てはすべてのものを大おおいならしめ、強つよくされます。 13われわれの神かみよ、われわれは、いま、あなたに感謝かんしゃし、あなたの光栄こうえいある名なをたたえます。
    


    
      14しかしわれわれがこのように喜よろこんでささげることができても、わたしは何者なにものでしょう。わたしの民たみは何なにでしょう。すべての物ものはあなたから出でます。われわれはあなたから受うけて、あなたにささげたのです。 15われわれはあなたの前まえではすべての先祖せんぞたちのように、旅たびびとです、寄留者きりゅうしゃです。われわれの世よにある日ひは影かげのようで、長ながくとどまることはできません。 16われわれの神かみ、主しゅよ、あなたの聖せいなる名なのために、あなたに家いえを建たてようとしてわれわれが備そなえたこの多おおくの物ものは皆みなあなたの手てから出でたもの、また皆みなあなたのものです。 17わが神かみよ、あなたは心こころをためし、また正直しょうじきを喜よろこばれることを、わたしは知しっています。わたしは正ただしい心こころで、このすべての物ものを喜よろこんでささげました。今いまわたしはまた、ここにおるあなたの民たみが喜よろこんで、みずから進すすんであなたにささげ物ものをするのを見みました。 18われわれの先祖せんぞアブラハム、イサク、イスラエルの神かみ、主しゅよ、あなたの民たみの心こころにこの意志いしと精神せいしんとをいつまでも保たもたせ、その心こころをあなたに向むけさせてください。 19またわが子こソロモンに心こころをつくしてあなたの命令めいれいと、あなたのあかしと、あなたのさだめとを守まもらせて、これをことごとく行おこなわせ、わたしが備そなえをした宮みやを建たてさせてください」。
    


    
      20そしてダビデが全ぜん会衆かいしゅうにむかって、「あなたがたの神かみ、主しゅをほめたたえよ」と言いったので、全ぜん会衆かいしゅうは先祖せんぞたちの神かみ、主しゅをほめたたえ、伏ふして主しゅを拝はいし、王おうに敬礼けいれいした。 21そしてその翌日よくじつ彼かれらは全ぜんイスラエルのために主しゅに犠牲ぎせいをささげた。すなわち燔祭はんさいとして雄牛おうし一千、雄羊おひつじ一千、小羊こひつじ一千をその灌祭かんさいと共ともに主しゅにささげ、おびただしい犠牲ぎせいをささげた。 22そしてその日ひ、彼かれらは大おおいなる喜よろこびをもって主しゅの前まえに食くい飲のみした。
    


    
      彼かれらはさらに改あらためてダビデの子こソロモンを王おうとなし、これに油あぶらを注そそいで主しゅの君きみとなし、またザドクを祭司さいしとした。 23こうしてソロモンはその父ちちダビデに代かわり、王おうとして主しゅの位くらいに座ざした。彼かれは栄さかえ、イスラエルは皆みな彼かれに従したがった。 24またすべてのつかさたち、勇士ゆうしたち、およびダビデ王おうの王子おうじたちも皆みなソロモン王おうに忠誠ちゅうせいを誓ちかった。 25主しゅは全ぜんイスラエルの目めの前まえでソロモンを非常ひじょうに大おおいならしめ、彼かれより前まえのイスラエルのどの王おうも得えたことのない王威おういを彼かれに与あたえられた。
    


    
      26このようにエッサイの子こダビデは全ぜんイスラエルを治おさめた。 27彼かれがイスラエルを治おさめた期間きかんは四十年ねんであった。すなわちヘブロンで七年ねん世よを治おさめ、エルサレムで三十三年ねん世よを治おさめた。 28彼かれは高齢こうれいに達たっし、年ねんも富とみも誉ほまれも満みち足たりて死しんだ。その子こソロモンが彼かれに代かわって王おうとなった。 29ダビデ王おうの始終しじゅうの行為こういは、先見者せんけんしゃサムエルの書しょ、預言者よげんしゃナタンの書しょおよび先見者せんけんしゃガドの書しょにしるされている。 30そのうちには彼かれのすべての政せいと、その力ちからおよび彼かれとイスラエルと他たのすべての国々くにぐにに臨のぞんだ事ことどもをしるしている。
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